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セミナー９

山下英三郎さん（日本スクールソーシャルワーク協会会長）

司会　みなさん、今日はようこそおいでください

ました。私はＮＰＯ法人「登校拒否・不登校を考え

る全国ネットワーク」の理事をしています、大村と

申します。よろしくお願いいたします。

今日は山下英三郎さんをお招きして「スクールソ

ーシャルワーカーにできること、　不登校・ひきこ

もりと医療」という題名でお話しをしていただきま

す。山下さんは日本社会事業大学、社会福祉学部の

教授でいらっしゃいます。どうぞよろしくお願いい

たします。

＊不適応で生きる
　

こんにちは。ただいまご紹介に預かりました山下

と申します。日曜日の午後、貴重な時間を私のつた

ない話か、いい話かわかりませんけども（笑）、お

聞きくださってありがとうございます。今日は『不

登校と医療』、特にスクールソーシャルワークとの

関係で話をしていきたいと思います。不登校につい

て語る、スクールソーシャルワークについて語ると、

それぞれすごい時間を要することなので、うまくコ

ンパクトにお話できればいいなと思っています。あ

と私は腰痛がありまして（笑）、途中で座らせてい

ただきながら話をさせていただくこともあるかもし

れません。その辺はご容赦願えればと思います。

日本社会事業大学社会福祉学部の教授とご紹介い

ただきましたが、実は昨日大学で、私の最終講義を

しました。卒業生や現役の学生たちが大勢集まって

くれて、抗議をして、懇親会もしました。この三月

に定年退職します。これでスッキリ辞められるかと

いうとそうはいかなくて、非常勤で週に二時間の授

業をすることになっています。自分が定年退職を迎

えるというのは、非常に不思議なことですね。と言

いますのは、私はいろんな仕事遍歴をしてきて、社

会的に不適応を起こしてきました。まあ不適応を楽

しんできたというのでしょうか。ある意味では積極

的に不適応してきた人間なので、どこか定年退職と

いうのは、自分の人生の想定外です。その自分の人

生の想定外の話、不適応時代のことを昨日はいろい

ろと話してきました。

社会のなかで生きていると、不適応しているとま

ずいという考え方が前提で語られます。不登校も学

校に不適応しているから、それが問題だということ

ですね。でも、それはひとつの基準を設定して、そ

れにそぐわないだけのことであって、基本的には、

それがいいとか悪いとか価値判断をするものではな

いと思うんですね。　不適応をして、適応しないこ

とで人は成長していったり、そこから人とのつなが

りを見つけていったりすることはたくさんありま

す。だからあとで話しますけれど、基本的には「不

登校しているからそれが問題だ」という捉え方をす

ること自体が、そもそも私は問題だと思っています。

その辺のところを共有しながら話を進めたいと思い

ます。たぶんひきこもりについては、時間の関係で

あまり話はできないかもしれませんが、不登校の考

え方をおさえていれば、だいたい同じようなことだ

と思います。

不登校・引きこもり状態と医療不登校・引きこもり状態と医療
スクールソーシャルワーカーにできることスクールソーシャルワーカーにできること
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＊不登校の子どもたちとの出会い

最初は私と不登校との関わりを簡単に話したいと

思います。1986 年から 98 年まで、埼玉県所沢市

でスクールソーシャルワーカーと称しながら活動し

ていました。その過程で、不登校の子どもたち、当

時は登校拒否と言っていましたが、そのなかでも特

に私が関わったのが、ひきこもり状態にある子ども

たちでした。不登校していても表に出かける子ども

たちは、サポートの対象としていなかったんです。

それは必要ないとかいうことではなくて、誰も接触

する機会のない、ひきこもりのことが今よりも知ら

れてなかったので、ご家族も非常に困っていてどう

していいかわからない状況でした。ニーズがあって、

ひきこもっている子どもたちのところへ会いに行っ

て関わることをしていました。

そもそも私がスクールソーシャルワークに興味を

持ったのは、元気なつっぱっている子どもたちのサ

ポートをしたからです。当時は校内暴力が全国的に

激しくて、80 年代はピークが下がってはいたけれ

ど、学校現場では子どもたちが荒れている状態でし

た。それに対して学校はどうしていいかわからない、

家族もどうしていいかわからない、まあ本人たち自

身もどうしていいかわからない状態だったと思いま

す。つっぱっている子どもたちがいろんな行動をし

ていると、「今の子どもたちはどうしようもない。

何もわかっていない」という言い方で、子どもたち

が非常に責められていたんですね。それに納得がい

かなかったんです。子どもたちがいろんな行動をす

るのは背景があるわけだし、子どもたちなりの言い

分があるはずだから、何か対策を考えるなら、子ど

もたちの話を聞かなくてはだめなんじゃないか。そ

れがなくて、対策を考えてもうまくいかないと思い

ました。

それで私は子どもたちの話を聞きたい、聞いたう

えでどうしたらいいのかを一緒に考えていきたいと

思って、アメリカまでスクールソーシャルワークの

勉強に行ってきました。そしてたまたま所沢市でチ

ャンスがあって活動をするようになったのですが、

当時はスクールソーシャルワークなんて誰も知りま

せんでした。でも、子どもの側からサポートする、

子どもの立場にたってサポートする考え方は、きっ

といろんな共感を呼ぶと思って、やり始めました。

そこで不登校の子どもたちと関わるようになりまし

た。もうひとつは、当時子どもたちの居場所がまっ

たくなかったんです。不登校していても、学校では

ないほかのところなら行けるという子どもたちの行

く場所がなかった。場所がないのだったら、つくっ

たほうがいいということで、地域で同じような考え

方をしている人たちと出会い「一緒にやりましょう」

と始めたわけです。そこで、私が関わっている所沢

市内だけでなく、東京都や埼玉県の各地から来る不

登校の子どもたちと関わっていきました。ちなみに

そのフリースペースは去年まで23年間続きました。

スタッフの高齢化と財政的な問題があって残念なが

ら今は閉じてしまいましたが、いつか再開できれば

なあと思っています。

このフリースペースで不登校のこどもたちと関わ

り、さらにスクールソーシャル活動をするなかで不

登校の子どもたちと関わっていったことで、いろん

なことを発言したり、書いたりしました。それがち

ょうど不登校の親の会が全国で盛り上がり始めた頃

で、関心を持ってくださって、いろんなところで不

登校について語ることをしてきました。その結果、

東京シューレの奥地圭子さんとも知り合って、一緒

に活動をするようになっていきました。今は、直に

不登校の子どもたちをサポートすることはないので

すが、シューレのいろんな活動に参加したり、3 年

前に設立した不登校のこどもたちの中学校の発起人

になってもいます。理事として名前を連ねています

が、実際に何をやっているかと言われれば、ただ応

援していますというメッセージを発しているぐらい

です。（笑）だから不登校と私自身は、スクールソ

ーシャルワークがあって、それに連なっている不登

校という柱はすごく大きいんです。自分が今ここで

話していることもそうですが、これまでスクールソ

ーシャル活動を続けてきたうえでも、不登校とのつ

ながりが多いのです。私の場合は、不登校をソーシ

ャルワークという観点から考えていく立場です。ソ

ーシャルワークと山下英三郎は別のものではありま
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せんけれど、ソーシャルワークの考え方が私の考え

方と非常に合致しているので、その考え方でやって

いるわけです。

　

＊子どもの自己決定権

基本的には、子どもの自己決定権を非常に大事に

する、自分（こども自身）が決める。専門家と関わ

ると、専門家が決めたり指示したりすることがあり

ますが、私は子どもがどうしたいのかを、まず子ど

もに聞いて、子どもが決める。たとえば相談してい

るなかで、子どもが「こういうふうにしたい」と言

った時、経験からこれはうまくいかないのではない

かと思うことがあります。そのリスクについては一

応話します。それでも「やりたい」と言ったら、お

じさんは（私は自分をおじさんと言います）「応援

するよ、もしうまくいかなかったら、また次のこと

を考えよう」と言いますね。先を見て、また失敗す

るからやめろと言うのではなく、失敗してみること

も大事だと思うんです。ただ失敗した時に「そら、

見たことか」とまわりから言われたり、ほかに手立

てがないと思ったときは、それはちょっと失敗がマ

イナスの体験になったりもします。でも、次のこと

を一緒に考えてくれる人間がそばにいたり、失敗そ

のものを否定しない人間がいれば、失敗もプラスの

体験にできると思うのです。それは自分の経験と、

ソーシャルワークのなかで自己決定を大事にすると

いうことがあるわけです。

とにかく子どもたちが決める、その応援をする。

なんでも、すぐあなたが決めなさいということでは

ないのですよ。私だって「山下さん、すぐ決めてく

ださい」と言われても、「ちょっとわかんない」と

いうこともあります。自己決定とは今すぐ決めるこ

とではなく、自分で決められるようなプロセスを含

むということなんですよね。決められなかったら、

じゃあしばらく考えてみようという猶予期間とか、

自己決定のための条件づくりみたいなことを一緒に

やっていくことです。

　

＊子どもの利益最優先

それから、子どもの利益の最優先。利益というと、

ちょっと日本では金銭的な利益みたいな感じがしま

すが、子どもにとってどうすることが一番いいこと

かを考えることですね。学校のためじゃない、親の

ためじゃない、あなたのため。私はよく相談の時に

「君がこうやって相談しているのは、おとうさん、

おかあさんのためじゃないんだよ。学校の先生のた

めでもないんだよ。またおじさんのためでもない。

君にとってどうすることが一番いいかを一緒に考え

るためにしているんだよ。だから遠慮したり、こう

言っちゃまずいかな、なんてことは言わなくていい

から。自分にとってどうしたらいいかということを

考えて決めていこう」と、最初に子どもたちに話し

ていました。

次にプライバシーを守ること。子どもたちがおと

なを信用しないことのひとつは、自分たちの秘密が

守られないことですね。つっぱっている子たちとつ

きあう時、「チクった」なんていうことは嫌われます。

私も本当に信頼関係が強かった子に、その子の友だ

ちの住所をその子の親に伝えたと誤解されて、もの

すごくいい関係だと思ったのに「ばかやろう、てめ

え、クソ」「ぶっ殺すぞ」と言われた時がありまし

た。もう信頼関係なんかゴロっと変わってしまいま

す。だから、ちゃんと秘密を守るということ。おと

なは口先だけで「じゃあ秘密は守るから」と言って、

周囲に伝えたりすることもあったりします。それが

子どもたちには「信用できねえ」「汚い」というこ

とになる。その辺のことは大切にしないとね。

ただ秘密を守れないことももちろんあります。た

とえば「今日あいつをぶっ殺しに行く」とか「ぶっ

たたきに行く」と言っている時、または「私死にた

いから、山下さんだけに言うから。これから薬を飲

む」と言われた時に、「あ、そう、その秘密は守るよ」

なんてことはできません。

命を守ることは譲れないことなので、そういう場

合は「その秘密は守れない」ときちんと伝えます。

秘密のどこまでを守るか、守らないかということを

決めていくわけですけれど、それも最初に子どもた
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ちに「ここで聴いたことは、基本的におとうさん、

おかあさんには言わないし、学校の先生にも言わな

い。だけど、きみは秘密にしてほしいことがあって

も、おじさんが、これは人に話したほうがいい、親

に話したほうがいい、学校の先生にも話したほうが

いいと思うこともあるかもしれない。そういう時は、

きみに事前に聴くから、きみがどうしたらいいか言

って」と話します。話を聴くと、このことは親に伝

えたほうがいいと思うことがあります。子どもが納

得しない場合は、説得ではなくて、子どもが納得す

る、合意するような話をします。なぜそれを親に話

したほうがいいのか、学校の先生に話したほうがい

いのかを、きちんと説明して合意を取ることをして

いました。それをやっていれば、子どもたちは自分

で判断したと考え、「汚い」ということにはならな

いから、ていねいに説明することを大事にしていま

す。

　

＊人間尊重の考え

ソーシャルワークのそもそもの考え方が、人間尊

重なんですね。人間尊重というのは、おとなだけを

大事にするのではなくて、子ども、乳幼児、お腹の

なかにいるいのちもそうだと思います。いのちある

ものすべてを尊重することです。いのちあるものを

尊重するということは、人間に優劣がないというこ

とです。関わる子どもたちは人間として対等な存在

です。対等な存在と言っても、子どもたちは社会的

に不利なことはたくさんあります。でも少なくとも、

いのちのレベルでは対等な存在として扱うことにな

ります。だから相談関係のなかでは、上下関係では

なくて水平の関係ですね。パートナーとして一緒に

解決していくことで、私があなたの問題を解決して

あげます、という立場ではありません。

これはパートナーであること、対等だからという

こともありますが、もうひとつは、子どもの可能性

に焦点を当てることです。あとで詳しく話しますが、

子どもたちが持っている力に焦点を当てます。焦点

を当てて、子どもたちが力を発揮できるように条件

づくりのお手伝いをするわけです。子どもたちが力

を持っているのに、専門家が解決してしまったら、

その子の持っている力を発揮する機会が奪われてし

まいます。

たとえば相談に来た子どもに「ああ、わかった、

おじさんが解決しておいてあげるから。まかしとい

て！」と言えば喜ばれます。それで解決できたとし

ます。親からも、学校の先生からも感謝されます。

社会的にもちょっと評価が高まるかもしれません。

いいことだらけのような気がしますけれど、実際は

そうではありません。なぜなら、その子は解決でき

る可能性を持っているのに、私がこの子の持ってい

る可能性を発揮する機会を奪ってしまうことになる

からです。それが本当にいいことか、問題は解決し

たけれど、長い人生のスパンで見れば、いいことか

どうか疑問ですよね。

子どもが自分の力で解決できた時は、自分を信じ

ることができます。また次の問題に遭遇した時に、

信じている力を使って発揮できていくことにつなが

るんです。しかし、代わりに誰かがやってくれると、

何かあった時は人に頼ればいいと、その子の持って

いる力が同じレベルに止まってしまうのです。ただ

問題が解決すればいいということではなくて、その

人がどういうふうに生きるのかを確かにしていくこ

とですね。その可能性をどのようにキャッチしてい

くのかが大事なことなんです。可能性をどれだけキ

ャッチできるのかが、ソーシャルワーカーの力量に

なっていくと思います。このことはまたスクールソ

ーシャルワークのところで補足します。

　

＊子どもと学校の関係の問題

不登校の基本的な考え方、これは私の活動の基本

的なスタンスですが、不登校があるのは当たり前だ

と思っています。学校から「不登校ゼロを目指しま

しょう」なんて取り組みがあったりしますが、それ

は基本的に間違った目標の設定の仕方だと思いま

す。どうしてかというと、人は多様なんです。多様

なんて当たり前の話ですが、人は多様な存在で、い

ろんな考え方とか、生き方、性格を持っています。

人が 100 パーセント同じなんてありえません。そ
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れなのに学校に関しては、100 パーセントの子ど

もたちが通うことを前提として社会的に考えてきた

わけです。でも多様性を本当に認めるならば、学校

という制度があった時、それに合わない人間がいま

す。そういう子どもたちがいるのは当然だと思うわ

けです。それが何パーセントいるのかはわかりませ

んが、100 パーセントがそこに合ってしまう世界

というのは、怖い世界だと思うのです。人間の多様

性を否定してしまうことです。だから制度とかシス

テムがあった時は、それに合わない存在があるとい

うことです。それをまず押さえておかなくてはいけ

ないと思います。つまり不登校はゼロじゃ逆におか

しい、あるのが当たり前。ただ不適合する比率がだ

んだん高くなっているとすれば、その要因を考える。

ゼロにするわけではないけれど、不適合を起こして

いる子どもがつらい思いをしているならば、軽くし

ていく必要があると思います。つらい思いをしてい

ることは問題なのかもしれないけれど、不適合があ

ること自体は別に問題ではないと思うんですね。

これはまたソーシャルワークの考え方から来てい

ますが、基本的には子どもと学校との関係の問題で

す。よく親子関係とか家庭の問題と言ったりします

けれど、学校と子どもの関係の問題なんです。子ど

もがおかしいとか、学校がおかしいということでは

なくて、そこの折り合いがうまくいっていないとい

うことですね。そこも押さえなければいけない点で

す。家庭の問題だと言ったりもしますが、家族に葛

藤を抱えていても、学校に平気で通っている子はい

くらでもいますからね。

だから家族に問題をぜんぶ還元してしまうのは、

ちょっと違うし、学校に問題があると決めつけてし

まった時に、それでも学校に通っている子どもたち

はいるわけです。また学校に問題があって、子ども

に問題がなくても、関係がうまくいかなくて学校に

行きたくないということもあります。人間関係もそ

うですよね。「あなたが悪い」「こっちが悪い」と言

ってみても、お互いにはどっちも悪くない。けれど

関係が悪いことはけっこうあります。夫婦の問題も

そうですよね。あの夫婦はうまくいってない、「あ

の奥さんじゃね」「あのだんなじゃね」なんて言っ

たりします。夫は会社では人望が高くて、部下の信

頼も厚い場合もあるし、奥さんは地域でいろんな人

たちの世話役をしたりする。だけど両者が向き合っ

た時は、非常に関係が悪いということがあったりし

ます。

そういうこともあるので関係が問題なんですね。

関係をどうするかということだと思います。子ども

が悪いとか、家庭の養育力が悪いという言い方をし

ていましたけれど、そうではなくて、どういうふう

に関係、折り合いがうまくいっていないか。特に毎

年 13 万人もの子どもたちが学校に行っていないと

すれば、環境としての場というものが、うまく生か

せない要素をはらんできているんじゃないかと考え

なくてはいけない。冷静に考えなければいけないで

すね。環境をどういうふうに子どもたちに適合しや

すいようにしていくかは、学校だけで考えるのでは

なくて、地域全体で考えていかなくてはいけないと

思います。とにかく「いい」「悪い」ではなく、関

係の問題ですね。

　

＊不登校は否定的な体験か？

不登校、不適合、不適応、これは自分のことでも

少し言いましたけれど、必ずしも否定的な体験では

ないということですね。しんどい体験かもしれない

が、しんどい体験が人生においてぜんぶマイナスか

というと、そうではないはずです。しんどい思いを

したけれど、そのことが今の自分につながっている

とか、しんどい思いをしたから人とつながれたとか

があります。だからいろんな問題、葛藤を抱えるこ

とは、必ずしもマイナスの体験にならないと思いま

す。

不登校に限らず、「問題を抱えること」は問題じ

ゃないと私は思っているんです。「問題を抱えて」

問題なのは、「問題を抱えること」で生きる希望や

意欲をなくしてしまうのが問題だと思うんです。だ

けど「問題を抱えて」も、人とつながったり、成長

していきますから、「問題そのもの」が問題ではない。

どういうふうに体験するのかが一番大事だと思いま

す。体験の仕方によってプラスの体験にすることが
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できるわけです。でも、体験の仕方によってはマイ

ナスの体験にもなる。その分かれ目はどこにあるか

ということですね。

不登校したことをプラスの体験にするか、マイナ

スの体験にするかがどこで分かれていくかですけれ

ど、簡単に言えば、体験自体を否定しながらいくと

マイナスの体験にしかならない。たとえば家庭のな

かで「あんたが学校へ行ってないから、本当に私は

つらい」とか、「ダメだ。そんな人間は一生自立で

きない」なんて怒られながらやっていたら、これは

親にとってもプラスの体験にはならない。不登校し

ている子が「しんどい。つらいけれど、このことを

なんとか生き抜いて行こう。どうしたらいいだろう」

と、葛藤しながらも、生きることにつなげて活動し

て、その子を否定しないでいけば、プラスの体験に

なることがいっぱいあります。たとえばこういう親

の会だとか居場所などで、学校に行ってたら出会え

ない人と出会うことができる。違った世界が開けて

きたりするわけですね。さらに学校に行かなくちゃ

いけないと思っていた価値観、学校に行ってないと

人間になれないと思っていたけれど、いや、そうじ

ゃなくて行ってなければ、行かなかったなかで違っ

た生き方が見えてくる、実はそういうことがあった

りします。

　

＊不登校が社会を変える

私の相談している中学１年生で「おれは将来、プ

ー太郎で生きていくしかない」と言ったことがあり

ました。中１でそんなこと言うのは、本当に悲しく

なってしまいますが、その子に「いやあ、そうじゃ

ないよ。こっちの世界もけっこういい世界があるん

だよ」「豊かな世界があるから、これから一緒に探

していこうよ」と話したんです。その子は中学校受

験をして合格したけれど、疲れきってゴムが伸びき

ったようになって、中１で学校に行けなくなりまし

た。自分ではエリートとして生きていくイメージが

あったけれど、学校に行けなくなったことでお先真

っ暗な気分になったわけです。だけど、違うことを

見つけることをやっていくなかで定時制高校に入っ

た。そこで中学を卒業する時は想定もしなかった（中

学は一日も行かないで卒業しました）、年の違う年

長の生徒や国籍の違う生徒に出会って、すごいカル

チャーショックを受けるんですね。こんな世界があ

ったことを知って、その時初めて「ぼくは不登校を

してよかった」と言ったんです。さらにその子は大

学にも行きたくなって、いろんな大学のなかから普

通と違った大学を選び、いろいろな体験をしていき、

改めて「不登校をしてよかった」と言いました。そ

う思えるようになるには、なかなか自分だけではで

きない。まわりが違った見方をするとか、その子を

肯定することを伝えていくこと、そういったことが

大事ではないかと思います。

個人的には、不登校をどういうふうにプラスの体

験にしていくかというのがあります。社会全体とし

て見た時も、不登校は社会をいっぱい変えてきたと

思います。おとなたちが社会を変えようと言ってき

たけれど、それによって変わることはあまりないし、

政治家たちでも変わらなかった。だけど不登校の子

どもたちは毎年、（私が活動し始めた頃は４万人く

らいだったかな）ずっと増えてきて、一番多い時で

は 13 万人を超えて、ここのところは 12 万人台で

ずっと推移していますけれど、比率は高まっている

んですね。80 年代半ばからずっとこどもの数はぐ

っと減っていますから、12 万人台というのは結構

比率が高まっているわけです。

子どもたちが不登校していることによって社会が

ずいぶん変わってきた。先ほど親の会のことを言い

ましたが、かつて親たちが全国いろんなところで自

助会的なサークルをつくるということはなかったん

ですね。でも不登校の子たちがあちこち全国にいる

ようになって、親たちが学びあったり、支えあった

りすることを始めました。社会のいたるところに新

しいネットワークをつくったんですね。

＊不登校の選択肢は広い

それから進路の面でも、不登校のこどもたちの

選択肢がばあーっと拡がったていきました。私が

1986 年に関わっていた当時は、中学をほとんど欠
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席していた不登校の子どもが高校に行きたいと言っ

ても、なかなか進路がなくて大変でした。所沢は東

京に隣接していますから、高校はたくさんあります

が、不登校の子どもたちを受け入れてくれるところ

はなかったんです。だから、子どもたちと親御さん

で一生懸命探して、東北のあの高校は入れてくれる

らしいとか、長野県のあの高校は入れてくれるらし

いと聞いて、子どもが実際見に行って（自分で決め

るということが大事だったので）それで決めたりし

ました。東北のある高校は、私の関わった子が何人

か行きましたが、親元を離れて遠くに行かないと高

校には行けないような状況でした。

それから何年か経って、進路のことを話す時に私

は子どもたちによく言っていました。「君は不登校

をして選択肢が狭まったとおもうでしょ。だけど実

際は選択肢が拡がっているんだよ。考えてごらん、

もし学校に毎日行ったら、きみは成績で学校を選ぶ

よね。成績で選んで、滑り止めでどこか受ける、そ

ういう選び方をするよね。君は学校へ行かなかった

おかげで、普通高校へ行きたいと思えば受け入れて

くれる学校もある。だけどそういうところは人が大

勢集まるから、君は人とたくさん接したくないと思

うかもしれない。だったら定時制高校があるよ。定

時制はそんなに人も大勢いないし、そんなにきちき

ちしてないからいいこともあるよ」。だけど定時制

だから、夜通うのはちょっと苦手だったりすると「通

信制高校があるよ」。通信制もひとりでやらなくて

はいけないから大変だと思ったら、「通信制のサポ

ート校というのがあるよ」。それもイヤで、女の子

だからケーキをつくったり、お裁縫が好きという子

がいれば「専門学校に通いながら、高卒の資格も取

れる方法もあるよ」。もう日本が面倒くさいのなら

「外国という方法もあるよ」。そして「ちょっとあげ

ただけでも７つか８つあがっていくじゃん。そうい

う選び方もできるんだよ。でもそのなかで、どれが

一番いいかというのはおじさんにはわからない。こ

れが君に一番合うかなと思っても、それはおじさん

が思うだけだから」。それから、さっき言った自己

決定で「君に合うところを自分で探していくのが大

事なんだ」と話したんです。とにかく、選択肢はけ

っこう拡がったということをね。

親たちにも言ったんです。「学校へ毎日行って、

勉強をするのは親の願いですよね。でもその願いど

おりにいったら、選択肢はどんどん狭くなっていく

んですよ」。それは半分ジョークですが、所沢でも

のすごく勉強ができると、都内のいわゆる御三家の

私立に行く子どももいます。中高一貫校の御三家で

勉強ができると、行く大学が決まっちゃうんですよ。

東大しかないんです。ほかのところは選びにくいん

です。仕事もたとえば文科系だったら、お役人にな

るか、理系だったらお医者さんとかね。とにかく、

いわゆる世の中のエリートしか選べないわけです。

ちなみに私は植木屋さんをやったり、カメラマンを

やってたりしていたことがあるんです。本当に若い

時はどうしようもない（笑）おにいさんだったんで

す。そういう選び方は東大に行ったらなかなかでき

にくい、だから選択肢が狭まっていくという側面も

あるということです。

不登校が進路も拡げてきたことで、それは世の中

の選択肢の幅も広げてきた。居場所やフリースペー

ス、フリースクールもそうです。いままでの社会に

なかったもの、社会の資源をつくってきているんで

すね。それは社会を確実に変えていっているんです。

みんながみんな学校へ行かなくてはいけないという

考え方に縛られていた時とは違った生き方、姿がで

きたり、親がネットワークをつくったりしていく。

それは確実に社会を変えている力、エネルギーがあ

る現象なんですね。そういったこともあるので、簡

単になくしてしまったりしてはいけないと、私は思

っています。でも「学校に行きたい」と言っている

子どもに「ぜったい学校へは行くな」とは一切言わ

ないですよ。「ぼくはやっぱり普通の地元の中学校

へ戻りたい」。その子が本当にそう願うのだとした

ら、お手伝いはもちろんします。こちらが決めるこ

とじゃない。

結局、必要なことはその子が居られる場所。居場

所とかフリースペースなどを普通想定しますけれ

ど、家庭も居場所になるということです。学校に行

っていないからといって否定的なまなざしで見られ

ないような、まず家庭のなかに子どもが安心して過
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ごせる場所をつくる。さらに外に求めたら、そうい

う居場所をつくる。出会って、そこに通えるような

場所は必要だと思いますが、これはまだ充分じゃな

いんです。仕事の面でもやっぱり、可能性、選択肢

を拓いていく必要がある。そこから人と出会えるチ

ャンスをつくっていくことが必要なんじゃないか、

そう思います。

　

＊完全な子育てはない

こういった考え方をしていますが、この基本的な

考え方のなかでいろいろなことが言われてきまし

た。それで “ 誤解に基づく捉え方 ” と当日資料に書

いていますけれど、子どものことになると、家庭の

養育力の低下とか、親の育て方が悪いというような

ことを言われます。おもしろいのは、毎日学校に行

っていると「まあ、いいお子さんですね。どんな子

育てをされたんでしょう」と言われますが、学校に

行かなくなると突然、「なんちゅう子育てをしてた

の」とがらっと変わってしまったりします。とにか

く子どものことでは親がいろいろ言われる。だけど

も、親の育て方が…なんて言うと当たるんですよ。

だってわれわれは完璧な人間ではないですから。傍

から見れば、ここがおかしい、そこがおかしいと言

えると思います。私も「もう、親として何考えてん

だ」と言われたことがありますし、誰でもあること

なんですね。

完全な子育てなんてものはないのに、なぜか「あ

る」みたいに思いながら語っていることはおかしい

と思います。とくに生育歴を言ったりしますけれど、

生育歴は関係がないとは言いませんが、でもわれわ

れが不登校のことを言うと、生育歴のマイナス点ば

かり洗い出そうとする。これはおかしいんです。ど

んな子育ての過程のなかにも、いいところはあるは

ずです。特に子どものことで悩んでいる時、親は自

分のいいところがわからなくて苦しいんですね。自

分はダメだったんじゃないか、親として失格だった

んじゃないかと悩んでいる時に、まわりから「あな

たの子育てがおかしかった」と言われる。よけいダ

メージを受けてしまって、結局力をどんどんなくし

たうえで、また子どもと関わるわけだから、いい関

わりができるはずないわけです。大事なことは、生

育歴を論じるんだったらプラスのところを聞き出し

ていく。わかりやすく言えば「あなたはこういうと

ころがいいところだった、よかった」ときちんと伝

えていくことだと思います。でも伝えてくれること

がなかったら、自分のよさに気づいていくことが、

大事だと思います。われわれは欧米人と違って、ネ

ガティヴというか消極的なところがあるから、自分

のいいところをあまり認めない。ちゃんといいとこ

ろを見ていくことは、子どものためにも大切なこと

だと思います。子育てのなかにいいところを見つけ

ることです。

もうひとつ子育てのことを言うと、女性にぜんぶ

責任転換してきますね。「母親が」ということにな

ります。子育てのプロセスに男の人は必ず関わって

いるけれど、ある時点から女性にぜんぶ社会的に覆

い被せている。介護の問題もそうですが、素で女性

を非難する。これは非常にひきょうなやり方だと思

います。もし子どものことを批判するのだったら、

やっぱり男の人も共同で批判されなくてはいけな

い。何か女性ばかり批判されている。これも非常に

不公平なことだと思います。

　

＊子どもが生きている限り子育てに失敗は
ない

そういうように子育てにおかしなことがいっぱい

あります。一番の極めつけは子育てに失敗したと言

われることですが、これはもう、とても失礼な言葉

ですね。親に対してというより、子どもに失礼で

す。失敗したと言われるのは、子どもは失敗作品と

して扱われているわけでしょう。生きている子ども

が失敗なんてことはあり得ない、いのちある存在が

――。もし子育てが失敗したと言うことができると

すれば、それはその子のいのちを奪ったりしたとい

うこと。だけど、子どもの幸せを願いながら育てて

きて、葛藤があったり衝突があったりしても、子ど

ものことを思いながらやってきたそのプロセスが失

敗だったなんてあり得ない。繰り返しますけど、生
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きている存在にそもそも失敗ということはあり得な

いのです。

「私、子育て失敗した」と言ったら、子どもはど

うすればいいんでしょう。「私は失敗とされた人間

なのか」となってしまいますので、どんな時でも「私

は成功している」。生きている子どもがいる限り、

子育ては基本的に成功しているんですよ。だけど、

試行錯誤のところで衝突とかすれ違いはあります。

でもそれは成功のうえのすれ違いです。いくらでも

調整ができると思います。

学校へ行かないと学力がつかないと言いますが、

それは幻想ですね。これは不登校の子どもたちがも

う証明しています。不登校の子どもたちが書いたも

のや、いろいろ記録がありますので、学校へ行かな

ければ学力がつかないというのは幻想です。私が関

わった子たちだけでも、学力の面では学校へ行かな

いことがハンディになっていません。でも誰でも学

力がつくということじゃないですよ。何か物事に興

味を持った時には、いくらでも取り返しがつくとい

うことなんです。特に今は情報や知識などはあちこ

ちから入ってきますから。

　

＊社会性はどこで身につくか

社会性の欠如は言っておいたほうがいいと思いま

す。学校へ行かないと人と接する機会がなくなるか

ら、社会性がなくなるのではないかと言ったりしま

す。学校で社会性が養われると言いますけれど、本

当でしょうか？私が聞いても答えようがないと思い

ますが（笑）、私は本当じゃないと思っています。

社会性というのは、人のなかで生きているから社会

性が身につくということではない。今、世の中の社

会性のない人たちは、ほとんどが人のなかで過ごし

てきた人たちです。人のなかで過ごすから社会性が

つく、人のなかで過ごさないから社会性がつかない

ということではないと思います。

社会性がつくかどうかというのは、その人が人と

してちゃんと存在を認められ、大切にされてきたか

どうかです。たくさんの人のなかで育ってきたけれ

ど、たとえば家庭のなかで暴力や虐待を受けてきて、

学校に行けばいじめを受けて、先生からは体罰を受

けてというようなことがあったとすれば、人間とい

うのはみんな自分を攻撃する存在だと思うようにな

ります。だから「おはよう」と言われても、なんか

裏があるんじゃないかとか、ちょっと触られても、

過剰に反応して叩き返すことがあったりすると、そ

ういったことで社会性はなくなっていくわけです。

だけど、人との関係のなかで、本当に大切にされて

慈しまれてきた場合には、人というのは信頼できる

んだ、頼ることができるんだというイメージを持つ

ことができますから、それは社会性があると言えま

す。社会性というのは人と折り合いながら生きてい

くことができるかどうかです。逆に、家庭のなかで

不登校をしていることで自信をなくしている子ども

が、大切に尊重されている、大切にされている感覚

があれば、少なくても社会性が損なわれることはな

い。世の中に対しては、まだちょっと自信がないけ

れども、家族との肯定的な体験が、ある時期になっ

て外に出た時に生きます。人というのはやはり信頼

できる、信頼するに足るんだと思っていくことがで

きます。

まずいのは、関係が少ないなかで最も大切にして

ほしい家族から、攻撃されて否定されることがある

とすれば、社会性が失われるダメージが大きいとい

うことです。だから社会性とは、人からどういうふ

うに尊重されて生きているか、大切にされているか、

そういう経験によって築かれていくので、どこか出

かけているからつくものではないということです。

　

＊人の自立について

自立について言えば、いのちのレベルでは全員自

立していますので、それを前提に考えていかなくて

はいけないと思います。今は経済的な自立ばかりを

大事にして、そこの部分だけ取り上げますが、人間

というのは、そもそも自立しています。自立してい

ることを前提にしたうえで、経済的な自立をどうし

ていくか、精神的な自立をどうしていくか、社会的

な自立をどうしていくかを考えていく必要があると

思います。前提が達成されているうえで、自立のこ
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とを言わなければならないのですが、今は経済的な

自立ができてないと人間じゃないみたいな感じにな

っていますね。自立をあまりにも矮小化していると

思っています。

ひきこもりとかニートは新しいものでなく、昔か

らあることです。「三年寝太郎」や「ものぐさ太郎」

はまさにひきこもり、ニートですから。昔の社会で

は、そういう存在をあまり否定的に見ていないと思

います。「三年寝太郎」「ものぐさ太郎」は古い話で

知らない人が多いのかもしれませんが、仕事もしな

いでぷらぷらしていた人間の童話ですけれど、あま

り否定的に書かれていない。日本の国をつくったと

言われる、天を照らす神様のアマテラスがある時す

ねて、天の岩戸にひきこもってしまって、世の中が

真っ暗になってしまった。それを引き出すためにい

ろいろやったらしい。神話の世界にひきこもりはす

でにあるわけですね。われわれの世代だと、高校時

代に古文で『徒然草』とか『方丈記』を読まされて

苦労しました。中世の文学は隠遁（いんとん）者の

文学と言われています。社会からひきこもった人た

ちがひとつの金字塔みたいに、文学をつくりあげて

います。

社会のなかでも、私が子どもの頃、近所の青年で

仕事をしていない人がいました。その人が、ぼくら

ちっちゃい子といつもニコニコして遊んでくれてい

ました。そんなに大きなコミュニティではなかった

けれど、そういう人がひとりじゃなくて、何人かは

いましたね。たぶん日本中にいたと思います。それ

を社会は許容して、排除することはなかった。それ

なりの役割、おとなとこどもの世界をつなぐ役割を

していたと思います。当時は経済的に言えば、今よ

りはるかに貧しかったですが、社会全体としては、

そういう人たちを抱えこみながら生きていく雰囲気

がありました。けれど今は、経済的にははるかに豊

かなはずなのに、ひきこもりの人がいると「ダメだ」

と否定的に言ったりする。社会が持ちこたえられな

くなっています。それで問題視しているんです。社

会の懐が非常に貧しくなってきた、結果として、ひ

きこもりやニートの問題が、非常に先鋭的に取り上

げられるようになってきていると思います。とにか

く仕事して、お金を稼がなきゃダメだ、みたいな感

じになっている。もう少し社会全体でうまく融通し

合っていくことができないものでしょうか。

ひきこもりやニートは自分を再生していく時期、

まゆごもりの時期だと思います。まゆごもりしてい

る時に、まわりから否定的に言われると、よけい殻

が固くなって出にくくなる。やはりまゆごもりの状

態を暖かく見守ることによって、またそのなかで熟

成して、再び人と関わりを持ったりする。そういう

ゆとりを持つことができればなあと思います。まわ

りの否定的なまなざしが強いから、なかなか出られ

ない人たちの数が増えているわけです。今はひきこ

もり状態が高年齢化していると言われています。そ

ういう人は楽にひきこもっているわけではありませ

ん。非常にしんどい思いをしながら生きている。だ

から、やわらかいまなざしを社会のなかで、もっと

もっとつくっていく。障害を抱えている人たちに対

して、インクルージョンとか、いろんなことを言わ

れていますけれど、実際はそうじゃないですね。言

葉だけになっている。だから高齢者に対してもそう

です。今は無縁社会という言葉が拡がっていますけ

れど、人が人とお互いに支えあっていく関わり、そ

れが本当に希薄になってきています。その結果のひ

とつが、ひきこもり・ニートの問題だと思います。

これも不登校の問題と同じだと思いますが、選択肢

がないということもあるし、居場所がないというこ

ともある。われわれはやっぱりあり得るべき社会人

のイメージに囚われすぎていると思います。

　

＊不登校と医療

今日は医療の話もしなければなりませんね。不登

校をめぐる権限の動きとして、学校復帰が強化され

てきたと言えます。それはすごく大きなことです。

1990 年代の初め頃に、私たちは学校へ行かないこ

とが特別なことではなく、誰でもなり得ると訴えて

きました。当時は、いろんな問題を抱えている子が

学校へ行けないという捉え方を文部省 ( 当時 ) もし

ていました。それに対して様々な働きかけをして、

文部省は 1993 年に登校拒否から不登校と呼び方に
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変え、誰でも不登校になり得るという見解を出しま

した。学校の代わりに居場所も必要だという見解も

出して、それで少し不登校に対する見方がやわらか

くなるのかなと思っていました。けれど 2000 年ぐ

らいから、不登校はやっぱり甘やかしているとダメ

だ、学校へ戻さなくてはダメだという考え方が出て

きて、各地で学校復帰のための強化策が出てきまし

た。いろんなところで、子どもたちを学校に戻すよ

うな動きが出されるようになってきたわけです。

それから医療的な介入が非常に増えてきた。

1990 年代の前半に、不登校は病気じゃなくて誰で

もなり得ると、医療的な介入を軽くしていく方向に

動いたと思います。精神的な問題を抱えても、昔は

病院に行くこと自体にタブー意識があったけれど、

最近は医療の垣根が非常に低くなってきたのか、い

ろんなクリニックも増えて、気軽に医療と関わるこ

とができてきた。そのこと自体は悪くはないけれど、

でもあまりに医療に傾斜しすぎていると言えます。

いろんな親の会とかフリースペースがあるのに、不

登校の子どもたちはものすごく増えているけれど、

そういったところを利用する子どもたちが非常に減

っているんですね。親の会もだいぶ高齢化してきて

いますが、新しいつながりがなかなかできないのは

どうしてだろうと話していたところ、医療機関にか

なりの子どもたちが関わっている。医療機関自体が

悪いわけではないけれど、医療機関だとレッテルを

貼られてしまいますね。レッテルというのは診断で

す。診断名をつけられると、診断が一人歩きします。

たとえばお医者さんが「これは統合失調症ですね」

と診断すると、それがもうレッテルになってしまう。

自分にも、家族にも、周囲にもそのレッテルを貼っ

て、そこを基準に自分を考えてしまう。「うつですね」

と言われれば、そういうふうになってしまう。でも

学校行かなくて落ち込んでいたら、誰だってうつ状

態になりますよね。それが病気として確立されてし

まう。

学校に対する幻想とか学校信仰とも言っていまし

たが、学校講ね。学校はみんな行かなくちゃいけな

いという信仰が強くあったことが、不登校のこども

たちを非常に苦しめてきたわけですが、私たちは医

療に対する信仰もものすごく強いですよね。医療が

なんとかしてくれる、医療がすべて解決してくれる

というイメージがある。だから不登校の問題でも、

学校と子どもの関係なんだけれど、医療になんとか

してもらおうとするわけですね。それが子どもたち

のエンパワーメント、力を高めていくことにつなが

ればいいのですが、医療機関に関わることはレッテ

ルを貼ることで、「あー、自分はもう、こうなんだ」と、

そこから物事を考えるようになって、苦しい、きつ

い状況になっていると思います。

　

＊発達障がいの捉え方

それから発達障がいのレッテル貼りが急増してい

る。私が活動した頃は、発達障がいのことは、全然

言われなかったんです。活動の終わりごろに LD と

言われるようになり、当時私はよく言っていたんで

すね。「これからは LD の時代だ」みたいなことを (

笑 )。それがさらに発達障がいになった。ここで押

さえておかなければならないのは、英語を日本語に

しているんです。障がいというものはいろんな意味

合いがあって、英語だといくつか言葉がありますが、

日本語だとみんな障がいになってしまう。この障が

いというのは disorder と言います。ようするに歯

車がうまく回転しないということです。だから歯車

は回せば、またうまく落ち着く。そういう状態です

が、日本で障がいというと、ひとつの決定的な何か

欠け落ちたものになる。英語で impair と言います

が、ハンディキャップを負ったみたいなかたちで、

それがずっと固定してついて回るようなイメージが

ある。この辺もちょっと言葉の使い方がむずかしい

なと思います。先ほど言いました発達障がいで、人

がたとえば脳の機能がダメージを受けたりすると、

行動がいろいろぶれたりすることはあり得ることで

す。それがたとえば、今 6 パーセントの子どもた

ちが統計的には発達障がいだと言われていますけれ

ど、そんなことはないんですね。発達障がいの背景、

発達障がいと言われるような行動の背景を探ってい

くと、いろんな原因がある。人を信用できなかった

り、急に恐怖が襲ってきたり、急に立ち上がって「わ
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ーっ」と叫んだりすることは、誰でもあり得ること

だと思います。それを捉えて、「これは発達障がい

だから医療機関に行きましょう」ということがあり

ます。もう安易に、あまりにレッテルを貼り過ぎて

いるというのかな、拡大解釈ですね。医師が診断す

るだけじゃなくて、スクールカウンセラーとか先生

が「これは発達障がいですから」と言ったりする。

貼られる親の方も安心することがあります。「そう

だったんだ。うちの子どもの行動は発達障がいだっ

たからなんだ。これで安心しました」という言葉を

聴いたりします。

でも子どもはどうなの？ということですね。子ど

もはそれで本当に安心しているのかと言いたいんで

す。私はフリースペースで、発達障がいと診断され

てきた本人たちとずいぶん会ってきました。いろい

ろな話をしました。子どもたちのダメージはものす

ごく大きいです。本当に。ある子は自分が障がいだ

と言われたことに対してものすごく怒って、私の目

の前で、親につかみかからんばかりになった。自分

は障がいがあるから、まともに仕事できない、結婚

できないという 20 代の若者もいます。だから、ま

わりはこの子はこうだったんだと納得するけれど、

本人はレッテルを貼られたことによって生きる可能

性に焦点を当てるのでなく、不可能性や、限界に焦

点を当てられてしまって、生きる力を削がれてしま

うこともある。これは社会の許容度が低くなったこ

とと関係あると思います。まっすぐ伸びた竹みたい

な人間じゃないとダメ、ちょっとデコボコしたらダ

メみたいな話ですね。

私も若い時は仕事をいっぱい変わりました。サラ

リーマンも半年しかやりませんでした。カメラマン

は３，４年やりました。植木屋さんは４，５年。病院

の職員は７年ぐらいやりました。大学の教員になっ

たのは 50 歳になってから。スクールソーシャルワ

ーカーは 40 歳からです。ある時、私の人生を精神

科医に話したら「山下さん、それは人格障がいです

ね」と言われました。（笑）私は「なかなかそれは

いいレッテルだ」と思い、それから「人格障がいの

山下です」としばらく言ってました。私みたいに笑

い飛ばせればいいんですが、でもそれはなかなかで

きなくて、医者から言われるとものすごく重くて、

いつも重い石が乗っかっているような感じになって

しまい、そこから抜けきれません。

私の知っている子たちも、本当にいろいろな話し

て物事をよくわかっていますが、お医者さんに言わ

れたことはどうしても最終的には信用してしまうん

ですね。薬もずっと飲んでいるけど「薬飲んで何か

いいことあるの？」と聞いても「全然よくならない」

と言ったりする。やけに薬に詳しいんですね。そう

いう子どもどうしで「あそこの薬はこうだから、今

度はここだ」と言ったりしている。でも薬が変わっ

て「今度はどうなの？」と聞いても、元の状態と全

然変わらなかったりする。やっぱり医療に対する幻

想というものをとっていかなければいけない。医療

がダメと言っているのではありませんので、誤解し

ないでください。医療はプラスになっている部分も

いっぱいあります。それは専門家もそうですけれど、

その人にとってプラスになるところを活用してい

く。プラスとは自分の生きる力を高めると言えばい

いでしょうか。自分の自己評価を高めるようなかた

ちで活用していくことだと思います。だから発達障

がい、障がいという言葉が、日本では非常に否定的

に使われている面があります。そもそも訳語がむず

かしいこともあると思います。関心はあるけれど安

易に貼らないで、その子が生きやすくするためには

個人個人を見て、「どうしたらいいんだろう？」「ど

うすればこの子は少しでも楽に生きていけるんだろ

う？」また「人から否定的に言われないように生き

ていけるだろうか」、そんなところをよく見ていく

必要がありますね。

これもソーシャルワークでは、一人ひとりをちゃ

んと見る。たとえば発達障がいの子、不登校の子と

いう見方はしません。個別化と言いますが、一人ひ

とりを見ていくということなんですね。だから発達

障がいの子じゃなくて、山下英三郎くん、ナントカ

さん、その子がどういう行動をしていくか、その子

が人とうまく折り合うのはどういうことなのかとい

うことを見ていって、そこをどのように調整すれば

いいのかということだと思います。だから、行動が

一般的にはちょっと困ったことでも、まわりの受け
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皿がちゃんとできていれば吸収していくことはでき

ます。これはフリースペースですごくたくさん経験

してきたことです。

　

＊スクールソーシャルワーカーについて

スクールソーシャルワーカーについて少し話しま

す。スクールソーシャルワーカーという言葉を最

近はよく聴かれるようになりました。2008 年度に

文部科学省が全国的に導入したんですが、私がや

っている頃は私だけで、全国でただひとりでした。

12 年間ひとりでした。だから、最初やり始めた頃

は「俺ってかっこいいかな」と思っていたんですね。

でも 10 年目くらいから、だんだん悲しくなってき

て、10 年やってもひとりかあーって感じだったん

です。私が辞めたあとから、少しずつ拡がっていき、

2005 年に大阪府が取り入れて、文部科学省が取り

入れたことで、いっきに拡がりました。いっきに拡

がって私が喜んでいるかといえば、そうではありま

せん。いっきに拡がることは、やっぱりずさんな面

がある。スクールソーシャルワーカーを知らない人

がいるのに、全国で 1000 人くらい雇ったんですよ。

知られていないのに 1000 人も専門家がいるはずが

ないんです。だから導入したとたん、スクールソー

シャルワーカーのスの字も知らない人が、翌日から

スクールソーシャルワーカーですと名乗っている。

スクールソーシャルワーク、ソーシャルワークの価

値観とか、考え方をまったく知らない人たちが、ス

クールソーシャルワーカーとしてやっている現実が

あります。スクールソーシャルワークを知らないで

やっていると、ソーシャルワークの考え方と全然違

う、人間の可能性と全然違ったところで、人間の限

界だとか問題点を焦点として、子どもたちや親と関

わったりする可能性があるということです。実際そ

ういう話も聞いています。そういう粗雑な感じで拡

がってしまっている、非常にまずい面があります。

私としては、本当にていねいに、子どもを捉え、物

事を捉えてきたつもりですが、急に拡がったことに

よって困った問題も起きているなあと思いますね。

先ほど言いましたけれど、こどもの最善の利益、こ

どもの可能性に焦点を当てる、そういうことを非常

に大事にすることです。

ソーシャルワーカーというのは、いろんなことを

やりますね。特定な問題に限定しません。どんな問

題にも関わります。それから、けっこう幅が広いん

です。これだけやります、ということじゃないです

ね。たとえばカウンセラーとは、わかりやすく言え

ばカウンセリングだけやります。でもソーシャルワ

ーカーですと言いながら、カウンセリングだけやっ

ているのは、ソーシャルワーカーじゃないですね。

これまでは問題に焦点を当てるというやり方が一般

的だったわけです。今もそうですが、問題があると、

これをどういうふうになくそうかということで、子

どもを教育したり、指導をしたり。悪いことをすれ

ば罰を与えたりね。問題をどういうふうに取り除い

ていくかとした。これがすべて間違っているという

ことではありませんが、このやり方だけでやってい

ると、問題をぜんぶ個人の問題にすり替えていって

しまうんですね。不登校の子が 12 万人います、そ

の 12 万人の子どもたちに「不登校になったのはぜ

んぶあなたたちの責任です」と言っていることにな

る。でも毎年 12 万人もいるということは、子ども

の問題だけにはできないんですよ。社会的な背景が

あるわけですから、そういうものが見えなくなって

しまうんですね。社会的な背景、それに問題がある。

だから問題に焦点を当てるというのは、時と場合に

よると言えます。

たとえば子どもが捕まったり、犯罪を起こした時

もそうですけれど、そういうことをするのは人間じ

ゃないという言い方をします。人間じゃない、鬼畜

にも劣る行為とか、犯罪をしたその人には、いろん

な育ちの過程や環境の問題があるので、そこを見て

いかなければいけないと思います。不登校が毎年

12 万人、多いですね。社会的な背景が影響してい

るのは歴然としているのに、子どもの問題・親の問

題に、すり替えようとしてきたところがある。これ

はやはり限界があった。

ソーシャルワークで私たちは問題を「人と環境の

不適合状態」と言います。人と環境の折り合いが悪

い状態を問題と言う、関係を問題にするんです。環
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境とは、子どもによっては家族もそうですし、学校

もそうです。学校といっても、勉強というのもひと

つの環境だし、友だち関係もそうだし、それから部

活動もそうだし、先生との関係もそうです。だから、

いろんな環境的な要素はあります。たとえば子ども

が「ぼくは学校がつまんなくなった」と言った時に、

「ああ、学校がつまんないの、なるほど」だけで終

わっちゃダメなんです、学校のどの部分が、友だち

とうまくいってないからつまんないと言っているの

か、勉強がちょっとわからなくなってつまんないと

言っているのか、先生とうまくいかなくなってつま

んないと言っているのか、そういうことを洗ってい

かなくてはいけない。この不適合状態をどういうふ

うに調整していくのかがソーシャルワーカーの仕事

なんですね。調整の時に、この人の持っている力、

可能性を発揮できるようにお手伝いするという方法

です。

だからいいソーシャルワーカーになるためには、

この人の持っている可能性を、どうキャッチして伸

ばしていくかを、敏感にキャッチするアンテナみた

いなものが必要になってくるわけです。そしてエン

パワーしていくと、その辺の調整を本人ができるよ

うになるわけです。だけど、こちらの要素、環境の

要素が非常に強かったりする場合に、「あんただけ

可能性を高めなさい」と言っても、無理がある場合

がある。非常にわかりやすい例で言うと、虐待のケ

ースで親から暴力を受けている子に、「きみは可能

性があるんだから、力があるんだから親と何とかや

りなさい」と言っても無理ですよね。そういう場合

は虐待をしないように、こちらの方に働きかけをし

ていく。不登校の場合でも、環境は友だち関係だと

か、いろいろある。また学校の質そのものにあると

すれば、その辺のことを問いかけながら調整して、

少しでも適合状態を保てるようにするというのが大

事なのではないか。だから両側を常に見るというこ

とです。個人をエンパワーする、それと環境調整。

どっちか一方だけでなく、それを見て関係を調整し

ていくことです。

調整ですが、場合によってはこれを断ち切るとい

うことも調整のひとつになります。たとえば学校問

題。「徹底的に学校と合いません。ぼくは違う学校

がいいですか」と言ってきた時に、無理して学校と

合わせようとする必要はないわけです。そうすると、

よけいつらくなったりします。一応、学校というと

ころはやめて、たとえばホームスクールとか、違う

方法でもいいんじゃない？居場所行くだけでもいい

じゃない？と話してみる。さっき夫婦の話をしまし

たけれど、夫婦関係でも、すごく険悪な場合、無理

やり一緒にしようとしても、よけい地獄が長引くば

かりです。そういう時はいったん環境を断ち切って、

お互い新たな関係を模索した方がいいこともありま

す。これは、もちろんソーシャルワーカーが断ち切

るわけじゃないですよ。でもソーシャルワーカーの

考え方としては、環境を断ち切るというのも、その

人にとっての適合状態をつくりだすことにもなると

いうことですね。いつも無理やりに適合するという

のではなくて。とにかく問題というのは、人と人を

とりまく環境との不適合状態だということが、ソー

シャルワークの考え方です。人と環境というのは常

に影響し合ってますから、環境を抜きにして、人の

問題を考えることはできないということですね。環

境の幅が広いので、私たちの活動する幅も広いとい

うことです。

＊幅広いスクールソーシャルワーカーの
　仕事

スクールソーシャルワーカーの活動の幅が広いと

いうのは、たとえば私がやっていたことですが、学

校と関わるのはもちろん、児童相談所、家庭裁判所、

警察も行きます。私がちょっと苦手だったので警察

はあまり行っていませんでしたが、とてもいい警官

の担当をしている時は行きました。あとは病院（こ

れもふだん私が関わっている子どもたちがあまり病

院には行っていなかったので、私もあまり行きませ

んでしたが）、家庭、私は家庭訪問を中心に相談し

ていましたので、家庭はよく行きました。地域のい

ろんな組織、親どうしのサポートグループ、自助グ

ループみたいなものをつくるお手伝いをしたり、そ

れからフリースペースをやったり。活動はすごく広
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いんですね。でも今、スクールソーシャルワーカー

が、全部こういうふうにやっているのかといえば違

います。統一されていないので、バラバラです。

スクールソーシャルワーカーとスクールカウンセ

ラーはどう違うの？とよく聞かれますので、わかり

やすく説明します。カウンセラーはカウンセリング

という方法で問題解決を計る。心理カウンセラーと

よく言いますね。問題は心のなかにあると捉える。

心のなかの葛藤があるから苦しい。だからカウンセ

リングという療法で、もつれている糸を解きほぐし

ていくという考え方ですね。問題が内にあるわけで

す。相談も相談室の中で行われます。私はインドア

派と言ってますけど。

ソーシャルワーカーの場合は、人と環境の間に問

題がある、外に問題が動くんですね。問題解決も外

にありますから、外とつながりを持って解決してい

く。身体も外に行きます。ソーシャルワーカーが相

談室の中だけでやっていたら、ソーシャルワーカー

じゃないんです。動的な部分がありますね。だから

アウトドアと言っています。これはどっちがいいと

いうことではなくて、その人が抱えている問題や状

況によって違います。でも今は、何か全部「心のケア」

とか、心のなんとかと言ったりしますけれど。そう

じゃなくて、こちらで解決するのではなく、軽減す

ると私は言っていますが、軽減することがけっこう

多いんですね。そういった環境調整とか、あとは人

のエンパワー。エンパワーメントはもちろんこちら

でもやります。そういうふうに関係調整だとか、連

携、仲介など、そういうことによって問題が軽くな

っていくことはあります。違いがあるとすれば、基

本的にこういう点だと思いますね。ソーシャルワー

カーですが、専門家としては基盤、ベースが非常に

不確かですね。私たちにはソーシャルワークの倫理

綱領があります。それは先ほども言いましたように、

人間尊重が大事だということ。人間尊重、それだけ

でもいろいろありますが、これが踏まえられていな

い。倫理とかそういったものが踏まえられていない

なかで、やられてバラバラになっちゃった。これが

きちんとしてれば、少なくても人を傷つけることは

ないんですよね。

私が相談活動していた時によく言いましたが、「山

下さんと相談して、あまり役に立たなかった」とい

うのはオッケーだったんです。私にとっては。そん

なに力もありません。だけど「山下さんと相談して

傷つけられた」ということだけは、言われたくない

と強く思っていました。いろんな悩みを抱えて相談

しているのに、そこでダメージを受けたなんて、そ

れはその人に大きな損害を与えることになります。

少しでもお役に立ちたいと思っても、結果的に傷つ

けたとすればまずいことなので、そういうことは避

けたい。それを避けるとすれば、基本的な考え方、

ベースというものがしっかりしていることが必要だ

と思います。

私がなぜ大学で教えるようになったかというと、

現場で活動している時に、専門家に傷つけられたと

いう人にたくさん出会ってきたからです。これは非

常にまずい、こういうことがあってはいけないと思

ったんですね。だから、私は専門家になろうという

人たちに、少なくても人を傷つけるような専門家に

ならないでほしいというメッセージをちゃんと伝え

たかった。それで縁あって、ソーシャルワーカーに

なろうという人たちに、そのメッセージを伝えるた

めに大学の教員になったんですね。　　

昨日も大学で最終講義にその話をしました。それ

だけ言っておけばいいかな、スクールソーシャルワ

ーカーに関しては（笑）。

非常に簡単ですけれど、不登校についていろいろ

な考え方をはしょりながら、というよりコンパクト

に、ポジティヴにまとめながら話をさせていただき

ました。どうもありがとうございました（終）。
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セミナー１０

小道モコさん（発達障がい当事者）

発達障がい 自閉症スペクトラムを考える発達障がい 自閉症スペクトラムを考える

小道モコです。私自身が、自閉症スペクトラムと
いうカテゴリーに入るって分かったのは、約 6 年
前です。

それまでは、自分のことを「ちょっと人と違うと
ころがあるかな？」とは思っていましたが、どう違
うのかはよく分からなかったんです。何かしようと
してもちゃんとできない自分に、イライラしたりと
か、うまくやっていない自分に「なんでできないん
だろう？」っていう風に、不安に思っていました。
焦っていた時間が長かったですね。

30 歳過ぎて診断を受けたんですけど、診断を受
けてそれまで持ってたもやもやした「ちゃんとした
いのにできない」っていうのが、100% スッキリ晴
れたかというと、そうではなかったんですね。

私が生まれてこのかた、この脳味噌でしか、もの
を考えたことはないし、他の考え方というか、もの
の見え方っていうのが分からない。みんなそうです
よね？ 

なので、「自閉症スペクトラムっていうのにカテ
ゴライズされますよ」って言われても、私自身には
何も変化がないです。何も変ったものが無いし、い
つの時点でそうなったのかも分からないし。多分、
生まれてこのかたずっとこうなので、そう言われて
も、あまりピンと来なくて「へぇ～」って感じで。

「へぇ～」って思いながらも、やっぱりね、ちゃん
としたいのにできない。みんなと同じようなことが
できないんです。

「ああ、だからなのか」って納得しながらも、「で
も、それで？」って感じもあります。

でも診断を受けて 100% というか、100% に限り
なく近く、好転したわけではなくて、自分の特性を
知るという手掛かりにはなりました。けれど「自閉
症スペクトラム」だと分かることで私自身が何か変
わったという記憶はほとんどないんですね。

でも、自分の脳機能を分類できたというか、こん
なような傾向の考え方をするという…。分かってよ
かったなと思うのは、それまでは、どこだかよくわ
からない暗闇を当てもなくさまよっていたと感じる
んですけど、自閉症スペクトラムだということが分
かってからは、暗闇を歩いているんだけど、手ぶら
で歩いているんではなくて、懐中電灯とか地図、時
計とか、カレンダーとか、そういう道具は手に入れ
て、でもやっぱり暗闇を相変わらず駆けずり回って
きたような気がします。

前に比べて、良くなったと言われれば良くなった
んですね。道具を得たというか。行く方向が闇雲に
走るんじゃなくて、「コッチ」みたいな、大体の方
向が決まってきたという感じ、感覚です。

【物事の思い出し方は DVD の高速再生】

今日は「学校はジャングルでした」っていうタイ
トルでお話しをしようと思っていますが、一枚目の
イラストに、「あたし研究」の中にもある「学校はジャ
ングルのようでした」という絵があるんですが、こ
の絵は私自身が小学校 4 年生くらいの時の自分を
イメージして描きました。
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このごろ分かったことなんですが、物事の思い出
し方が多くの人たちと私とではちょっと違っている
みたいです。私の思い出し方っていうのが例えるな
ら、ＤＶＤを高速再生するみたいに思い出すのね。

ビデオじゃないんです。ビデオの高速再生って、
人間があり得ない速度で動いたりしますよね。でも
ＤＶＤの高速再生って、静止画が高速で流れている。
その違いを説明するのはあまり意味がないかもしれ
ないですけど（笑）。ビデオじゃなくてＤＶＤの高
速再生…みたいな感じで思い出すんです。

で、みんなそうだと思ってたんですけど、より多
くの人の思い出し方よりも鮮明というか、具体的と
いうか、リアルなのかもしれないですね。そこに、
空気とかその時の気温とか湿度とか匂いとか雰囲気
とかも、一緒に思い出すので、まるで時空を超えて
ワープして、その追体験をしているように思い出す
んですね。

多くの人はそうではなくて、漠然とというか、か
いつまんで思い出すらしいですね。匂いとか空気と
か温度とか、そこまで一緒には思い出せないようで
す。

それを知って「ああ、そうなのか」って思いまし
たが、自閉症スペクトラムに付いて回る特性として、
忘れられない障害って言われることもあるんですけ
ど、それは多分そのことなのかなと思ったんです。

忘れられないっていうのは、痛い記憶とか、悲し
い記憶とかネガティブなものはすごく辛いんです。
痛かったことを 10 年前の痛い記憶をまるで昨日の
ことのように思いだせるので、確かに辛いっちゃ辛
いんですけど、そこにだけフォーカスするとなんか
こう、「忘れられない障害」まで言われちゃうと、
悲観的になるというか、悲しい気持ちになりますけ
ど。確かに悲しい時もありますが、楽しいことも忘
れられないんです。忘れられないというか、簡単に
覚えてられるというか。だから、昔のことをよく覚
えていて「あの時こうじゃん？」みたいなことをイ
ラストにしたりとかが出来ているんだと思うんで
す。

だから、いい経験というか、「良かった。うれし
い」っていうのは私の生活にとても必要で、今、子

どもの頃に始まったほめられた時とか、評価しても
らえた時のこととかが、まるで昨日のことのように
私を救ってくれます。それで子どもさんを目の前に
すると「辛いことも多いだろうけど、楽しいことも
多いと良いな」っていつも思います。

「あたし研究」にも描きましたが、私にはおじい
ちゃんがいました。おじいちゃんはもうなくなった
んですけど、私のこと可愛がってくれたんですね。
自分の部屋に私を呼んで、孫がいっぱいいる中で私
だけ入れてくれて、そこにある物とか触ってよくて。
万年筆とかね。

おじいちゃんの机の質感とかも覚えてますし。幼
稚園生ですよ、その時私。その万年筆のインクの匂
いとか、あと、おいてある面白い文鎮とかね。ガラ
スでできた文鎮の裏側を見たら、すごいきれいだっ
たとか。そういう具体的なことを覚えています。

その時のおじいちゃんのうれしそうにしていた顔
を今でも昨日のことのように思い出せるので、私を
支えてくれているんです。「君は君でいいんだよ」っ
ていうメッセージ。別に「君は君でいいんだよ」な
んて一言も言われてないんですけど。でも、「かわ
いいね」って言ってくれた記憶は、今でも思い出し
て、助かってるというか「うれしいな」って今でも
思うので。

忘れられないっていうのは辛いこともありますけ
ど、逆に考えると、成功体験が、受け入れてもらえ
た体験がいっぱいあればメチャクチャよい方向に行
くエネルギーになるんじゃないかなと思っていま
す。

【学校は楽しい？】

もし、小学生の私を今ここに連れてきて、「学校
楽しい？」って聞いたら、多分「楽しい」って言う
と思います。それは他を知らないからですね。「学
校と何々どっちが楽しい？」って言われたら答えよ
うがあるけど。「学校楽しい？」って聞かれたら「う
ん！」っていうと思います。本当に楽しいかどうか
なんて考えるんじゃなくて、そこは子どもとして「う
ん」っていうのが、台詞的に入ってきて、そういう
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風に答えるんじゃないかなって思います。
実際に楽しいこともいっぱいあったんですよ。
妙な親近感をアヒルに持っていて、毎日会いに行

くのが楽しかったんですけど。中々仲良くなれない
んですね。私が、抱っこしたり頬ずりみたいなこと
をしたんですけど、肌で感じたいと思って、無理や
りこう、捕まえて抱っこしたりしたんですけど、結
構すごい爪を持ってるんです。そのすごい爪に引っ
かかれて、「中々お近づきになれないなぁ」と思い
ながらも、でも、その水かきが心配で「大丈夫か
な？」って思って毎日会いに行ってました。

あと放課後に体育館の倉庫に行って、ほこり臭い
マットに寝っ転んで、天井をみていると、天窓から
光がさしていて。埃がきれいにこう、キラキラ舞っ
てるんですよ。それがすごいきれいでね。「綺麗だ
な」って思って眺めていた記憶もありました。校庭
のライン引きの石灰が昔、大きな木の箱に入ってた
んですけど、そこに両手をこう、今はそんなこと
出来ないと思いますが、突っ込んで指を動かすと

「キュッキュッ」って音がするんですよ。それが面
白くてやりに行ったりとか、楽しかったです。

小学生にとって学校って日常だと思うんですけ
ど、5 歳くらいで「もうすぐ一年生だね」って周り
の人から言われて、「どこどこ小学校の一年生にな
るね」とか、なんか吹き込まれてっていうと、聞こ
えは悪いですけど、言われて。それで「ああそうな
のかな？」って思っているうちに、一年生になって
しまう。

私もいつの間にか、ランドセル背負って、学校行っ
てたんですね。だから、楽しいとか楽しくないとか、
満足とか不満足とか考える暇がなくて。

【学校は大冒険の場】

「そういうもんなんだろう」って思っていました。
当たり前すぎて、当たり前の日常過ぎて。でも、ジャ
ングルっぽかったってのは事実です。何が起きるか
わからない。どこへ向かって、進んでいるのか分か
らない。目的が分からない。意図が分からない。突
然の事故とか、突発的な事件とかが沢山起きる。そ

ういう場所が、学校。
毎日が大冒険でした。でも、それしか知らないの

で、「みんな大冒険しているのか」と思い、今振り
返るとそれが当たり前というか、疑問にも思わずに、
大冒険をしていました。先ほどたとえて言ったよう
に、懐中電灯も時計も何もない状態で彷徨い歩くみ
たいな感じだったような気がします。

じゃあなんで、多くの子どもたちにとっては大冒
険じゃなくて、私にとっては大冒険だったんだろう
と考えると、私は時間を漫然と過ごすことができな
いんですね。多くの子どもたちは、というか、生徒
や児童は意義とか意図とか目的とか分からなくて
も、先生の言ってることが多少分からなくても、そ
こに居られる。座っていられる人もいる。

行われている授業の内容とか、校長先生の話とか
が分からなくてもそこに居られる、子どもはいるら
しい。

私はそれができなかったんですね。何となく○○
するっていうことができないので、意味とか目的と
かいつ終わるのかとか、なぜそれをやるのかとか、
分からないで過ごすことがすごく難しいんです。今
でもそうなんですけど。

だから心配とか不安とかは常に抱えていました。
たとえば小学校 1 年生の時の授業を思い出すと、
先生を捕まえて「なんで何々しないの？」とか「何々
するって言ってたのに今日はどうしてしないの？」
とか、「国語をやるって誰がどうやってきめたの？」
とか。「何々したいんですけど、やっていいです
か？」って、その時間に全然関係ないこと言ってみ
たりしました。

それは不安とか心配とかを解消したいから聞いて
いたんですね。理由を知りたい。何がどうしてどう
いう目的があってそれをやっているのか、それを知
りたいから、先生を捕まえてこう、理由を聞きたかっ
た。

学校が好きになりたい。私も楽しみたいと思うか
ら、聞いていたんですけど、そういう単純な疑問と
は取ってもらえることはあんまりなくて、「まあ、
いいから座ってなさい」とか。全然良くないんです
けどね、私自身の中では。「『まあいいから』ってど
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ういう意味だろう？」って。
その時間座ってれば答えてくれるかな？って思っ

てずっと座って待ってて、やっと休み時間になって
「先生、それでさっきの話だけど、」って続きを聞
きに行くと、もう先生の中では決着をみてるから、

「まだ、なんかあるの？」みたいな感じになってい
ました。私自身は「全然なんか、スタートラインに
も立ってないんだけど、私。」って思っている。で
も先生の中ではもうゴールをしていて「終わりまし
た」みたいな感じで、「いつまでこんなこと言って
るの？」って言われたりした覚えはありますね。

「いつまで」ってのをあまりに言葉通り過ぎて、
「いつまで何々している？」って言われると、「いつ
までだろう？」って考えて「四時間目まで？」って
言ったりして、余計に先生をイライラさせていたよ
うな気がします。

今、いろんな子どもたちに関わっていて思うのは、
私が関わっている子どもたちはほとんどが自閉症ス
ペクトラムの子どもたちですけど、そうじゃない子
も私を困らせようとして何かをしようとする子に出
会ったことが一度もないんですよね。

英会話は教えて 16,7 年たってますけど、心の底
から私を困らせようとして何かをしている子どもに
会ったことないです。「どうして何々なの？」とか
全然脈絡の無い質問されたりとか「これは嫌だ、あ
れがイイ」とか言う場面に会うのは沢山ありますけ
ど、困らせようとしているわけではないんですよね。

だから担任の先生を捕まえて困らせていた自分を
よく思い出しますが、それはそんなに、複雑な理由
じゃなかったと思うんですよ、私は。

知りたい。なんでそうなのか理由が知りたい、目
的が知りたい。なぜなら、そこに居たいからなんで
す。

だからね、私の目の前に来る生徒を見ていても、
計画通りにいかないことは沢山ありますけど、あん
まり深い意味はないというか、日本語の語彙がまだ、
そこまで豊富じゃないから、違った形で出てきたり
しているのかなと思ったりしています。

この絵（絵を入れてもらいます）のように自分が
どっちの方向に向かって分からないって言うのはす

ごく恐怖なんですよ。背景に蛇と鳥が描いてあると
思いますが、その蛇がいつ自分に向かってくるかわ
からない。鳥がいつ甲高い声で泣き出すかわからな
い。

そういう何が起きるかわからない状況で、落ち着
いて座っているのは難しいですよね。

だからやっぱり、何をしているのか知りたかった
し、落ち着きたかったですね、すごく。でも私はそ
の「落ち着く」って言葉も知らなかったので、中々
それを大人に伝えるのは難しくって、落ち着きがな
い子どもだと大人の目には映っていたのかなと思い
ます。

【感覚について】

二枚目の絵に「音は心に刺さって痛い」って描い
てある絵があるんですが、自閉症スペクトラムの脳
機能の人は感覚過敏っていうのを伴うって言われて
ますが、その中の聴覚についての表現をしたんです
が、会話の内容に関係なく、突然音が心に刺さると
いうか。

「きゃー」とか「コラ」とか「かわいいね」とか、
あと言葉が、プラスの言葉なのか、ネガティブな言
葉なのか関係なく、突然の大きな音、音というか言
葉というかが刺さって痛いんです。

「なんでそうなるのかな？」って考えるんですけ
ど、多分、集団の中に居て、その状況が、状況の文
脈を読み取れていないことが多いみたいなんです。
和やかな場面なのか、緊迫した、緊張するべき場面
なのか、和気藹藹とした場面なのか、分からないこ
とが多くって。多くの人はどうやってそれを読み
取っているのかわかんないんですけど。

私は自分の視野に入ってることだけで判断するん
ですね。視野に入っていないことは予測できない。
なので、視野に収まることで、どうやら、「この場
面をこうやって過ごすとどうなのかな？」って予測
していると、後ろから「きゃー」って声が聞こえて、

「あれ？」って思ったり。
和やかなのか、緊張状態なのか、集中しなきゃい

けないのかしなくていいのか。分からなくなるとい
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うのがよくあるんです。聴覚過敏というのは音がう
るさくて鼓膜がいたいっていう問題じゃなくて、音
が心に刺さるんですよね。うまく言えないけど、刺
さるんですよ。それが痛いんです。

今の日常でもそうで、高知って路面電車走ってま
すよね。路面電車って結構うるさいんですね。ブレー
キの度に金属と金属が擦れ合って出る音がするんで
す。で、毎回そうやってとまるんです。

「その金属と金属の間になぜなにも入れないんだ
ろう？」とか思うんですけど、その音が誰も不快じゃ
なかったら誰も改善しないんでしょうね。なので、
私が路面電車の近くに行ったり、路面電車に乗ると
きは、ヘッドフォンをしています。音楽聴いて乗り
合わせてるというか。その音が直接届かないように
工夫してます。この辺をきゅーって鷲掴みされてい
るような痛みが走る。

そんな小学生時代で、今もそうで、感覚過敏があ
ります。でも、小学生のころの自分を今ここに連れ
てきても、多分そんなに大変そうには見えないと思
います。どうしてそう思うかというと、今、私の生
活もそう大変そうには見えないらしいんですよね。
どういう風に見えているかは私からは見えないの
で、出来ることならば、一度朝から晩まで一日中ビ
デオを回してもらって、人の目にどういう風に映っ
ているのか、ドキュメンタリーをやってみたいくら
いに、自分の感覚と人から見えている感じとだいぶ
違うと思ってます。

分析的で、説明的な話をするのは得意ですよ。振
り返って、過去のことを新たに「こうすればよかっ
たのか。ああすればよかったのか」っていうことを
お話しするのは得意です。

だけど、リアルタイムで感情がついてこないです
ね。たとえば、今、こう激しい頭痛を持っていたと
しても「痛い、痛い」って言えないんですよ。それ
はなんでかっていうと痛みに耐えるのに精一杯で、
耐えるのに集中してしまう。というか、痛みを味わ
いながら「痛い痛い」とクチで表現するのは難しい
ですね。だから、リアルタイムでの感情表現ってい
うのは、多分自然に身に付くんじゃなくて、後から
学ぶのかもしれないですね。

お腹が痛くなったら、お腹のあたりを押さえて「痛
い」ということはだれかに教えてもらったりして学
ぶのか、自然に誰かを見てて習って学ぶのか分から
ないんですけど、私には自然にはできなくて。リア
ルタイムでの感情表現というのは今でも難しいの
で、小学生の私をここに連れてきて見たとしても、
そう大変そうには見えないと思います。

私、小学校 2 年生の時に、自転車ごと崖から落
ちたんです。その崖は、４～５メーターくらいの高
さの崖でした。その当時、私は、自転車を乗りこな
せていました。

その日は友達の家に遊びに行って、生まれて初め
て補助付きの自転車に乗ったんです。補助なしの自
転車にしか乗ったことが無かったのに、補助付きの
自転車に乗ってたら、補助に任せる感じで、それが
面白くって、楽しんでいたら、そのまま、すーっと
崖からズドンって落ちたんです（笑）。

その時、いろんな大人の人に「なんで前見なかっ
たの？」って言われ、前を向いてはいたんですけ
ど、見てはいなかったんですね。そっちが楽しかっ
たから、目の前に崖があるっていうことに気がつか
なかったんです。

右手の骨を二本折って。それでも自転車を担いで
上がって行ったんです。友達の自転車だから「ああ！
自転車どうしよう？」って自転車を担いで渡って
上がって行って。「どうしてハンドル切らなかった
の？」って言われて、「どうしてだろう？」って考
えているうちに、ポンポンと腫れ上がってきて、「大
変だ！」ってことになったんですけど。

私、その時もそうなんですけど、大変さに寄り添っ
てもらうことができなかったなって思って。結構痛
かったと思うんですけどね、腕の骨二本折るのは。

でも、そういう時って、みんな原因追究っていう
か、解明したくなるんですよね。「なんで」「どう
して」ってなっちゃって、「聞かれたことに答えな
きゃ」っていう焦りとパニック状態で、すごく冷静
な顔をしていたらしいです。パニクると私、すごく
冷静な感じになるんですけど。

「わー」って聞かれると何も答えられなくなるん
ですね。頭の中が真っ白になるというか。小学校の
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時の自分に、今の自分が寄り添うとしたら、「どう
やってほしかったかな？」って考えると、穏やかな
口調で一対一で短い文で質問してほしかったなって
思います。「痛いところはある？」とか。「なんでど
うして？」とか聞かれると、どこから答えていいの
か分からないのです。

一対一でっていうのがすごい重要なんです。複数
名にすごい色々なことを聞かれると、「その人ひと
りひとりに答えなきゃ」って思っちゃって、何にも
言えなくなっちゃうんですよ。なので、静かなとこ
ろで、感情論で「なになになの！？」っていうんじゃ
なくて、穏やかな口調で簡潔な質問文で。

最初は、「はい」「いいえ」のイエスノークエッショ
ンで答えられると良いですね。それで大事なのが、
視界に動くものが無いっていう状況です。たとえば、
公園とか、この場所でたとえるとしたら、子どもの
私がこう、こっち（壁のほうを向く）向いて。何も
動かないですよね、この視界には。で、こっち側か
ら一人の人が質問してくれたら、答えられると思う。
子どもの私はこっち（観客席のほうを向く）を向い
て、ここに居る一人の大人に聞かれると、動くもの
があるので、集中を削ぐって言うとちょっと違うん
ですけど、考えることが増えちゃう。

目で見たもので考えるので、一つの質問に答えて
欲しいとしたら、その質問に関係の無い情報は視野
に入れない。そうすると、こっち（壁のほうを向く）
ですよね。視覚的に邪魔の無い世界を作ってもらえ
ると、パニックは結構早く収まるような気がしてい
ます。

脱線しますけど、私こういうの使ってるんですけ
ど、タイムタイマーって言ってね。私いま視覚でも
のを考えるっていう話をしたので、これ。例えば…
うんと 15 分という時間の量というかを視覚で量れ
るというか、見れるというか。これ、15 分ってセッ
トして、無くなったら 15 分たったということなん
です。30 分なら 30 分ってなっていて。

私、数字が苦手っていうこともあって、今日は時
間を 3 時 20 分までいただいてるんですけど、時計
で、長い針が 4 のところ、「3 時 20 分まで話して

いい」って言われても、頭でも分かっているし、計
算もできるんですけど、「あと、約 40 分」って計
算もできるんですけど、今やらないといけないのは、
そういう計算じゃなくて、お話をすることなので。
そこはちょっとサボりたいというか、頑張る所じゃ
ないですよね。40 分の計算が今の私の課題ではな
いので。こういう風にすると、いちいち「3 時 20 分、
3 時 20 分」って覚えておかなくていい。跳ばない
ハードルは跳びたくないというか。跳ばないハード
ルをいっぱい跳び過ぎて目的地に達する前に疲れ果
ててもしょうがないので、こういうのをすごく活用
するようにしています。

でもこれ、別に自閉症のあるないに関わらず、す
ごく便利だと思うんです。これ、どんどん減ってい
くっていう面積で時間を知る。「何分？」っていう
感覚的なものではなく、目で見える面積で知るとい
う、すごく優れものだと思っています。

これ古い型なんですけど、今のは全部なくなると、
すごい小さな音で「ピー」ってなるのもあるそうで
す。今はそれが欲しいなと思ってます。

あと、腕時計タイプのもあって、友達が持ってた
んですけど。こういう風に電光掲示じゃないけど、
減っていくんですね。けれど、私はそれが向かなく
て。細かい話なんですけど、時計のガラスの部分が
分厚くできていて、そのガラスを見ちゃうんです。
その中の液晶じゃなく。ガラスばっかり気になっ
ちゃって、それはちょっと向かなかったんですけど

（笑）。普通にネットで売ってます。「タイムタイマー」
と検索したら出てくると。

つぎに、聴覚について言うと、たとえば、音楽が
鳴っているレストランで食事をするときに、しゃ
べっている話し言葉の音声と、音楽とみんなどっか
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聞きわけているから BGM は BGM で置いといて、
誰かとお話ができるんだと思うんですけど、私、結
構全部拾っちゃうんですね。音楽も話し言葉も、隣
りの人のしゃべる言葉も、全部同じ量の情報として
入ってくるので、すごく疲れるんです。

同じく視界もそうで、何が必要で、何が必要じゃ
ないって言うのをみんな無意識にピックアップして
思いとどめているんじゃないかと思うんですけど、
私は全部拾っちゃうんです。だから、人より早く疲
れが来るのは、そういうところなんじゃないかな？
と思っています。

【同時進行は難しい】

「やっぱり先生は大忙し」というイラストに描き
ましたが、「何々しながら何々する」っていうのが
すごく難しいので、授業中に聞く、読む、書くって
全部やるのって難しいことです。複数のことは同時
にできないですね。これはこれで置いといてみたい
な。その場に関係ないことはあまり必要ないから置
いておいて、全部拾って確かめないと気が済まな
いっていうところがありました。なるべく、席につ
いて前を向いているようにはしていましたが、先生
の話はほとんど聞いていなかったというか、他のこ
とを考えてました。一個一個疑問に思いだしたら、
納得いくまで知りたいんだけども、それがかなわな
いというか。小学校の 2 年生くらいできたと思う
んですけど。それはそこに座ってたら、怒られない
というかね。座ってたら過ぎていく時間だというか
ね、どっかで学習して…。座って前を向いて他のこ
と考えてました。

先生のことを目で追っていたら疲れる。疲れるっ
ていうか、知りたくなっちゃうし、流したほうがい
いとか。ただ座っていたらイイということをどっか
で学習したんでしょうね。

だから、学校で物を習ったっていう記憶がなくて。
じゃあ、なんのために学校があるんでしょうね？「そ
ういうもんだ」と思ってましたね。座る練習という
か、そこに居ることに意味があるみたいな。

このことは、「何々しながら何々できない」って

いうことは次の「力加減」っていうイラストでお話
しします。

この絵にあるように、私は絵を描く時、字を書く
時、文章を書く時、左手を紙の上に添えないんです。
左手を添えるとすごく描き辛いんですよね。変な力
がかかってすぐ疲れるんです。描いている時は、右
手にだけ集中したいんで、右手以外の物がそこにあ
ると、しんどくなる。なので紙を押さえないで済む
ことを模索しだしたんです。

そこに描いてあるクリップボード、これなんです
けど、これ、ここがざらざらしていて収まりがいい
んですね。滑らない。テーブルの上においても滑ら
ないし、適度な重さがあって、ここが丸い。とんがっ
てるのは思いつきなんで（笑）。丸いのを気に入っ
ていて、ここに紙を挟んで置いたら、左手を添えな
くても字が書けるんですよ。なのでこれを使ってま
す。

付箋がこれなんですけど、この粘着面。これは最
近買いました。「こういうのがでたのか」と思って
紹介しようと思うんですけど、点線から下、全部粘
着面なんですよ、これ。だから私みたいな使い方し
ている人いるんですね。この粘着面を紙のこことこ
こにはってテーブルにぺたっと張れば、左手で紙を
押さえなくても描けるので、愛用してます。

このプリントボードは、使ってもう 6 年 7 年く
らいになるんですけど、何よりよかったのは、100
円ってとこなんですよ。あの、いつもこれを持って
どっかに行く度に「これを忘れてきたらどうしよ
う？」って思うんですよね。愛用してるので。特に、
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他府県に行く時とかは「これを忘れてきたらどうし
よう？」って不安になるんですけど、100 円ショッ
プで売ってるので「まあ、忘れても大丈夫だ」って
思える安心しています。

こんな風に左手を添えなくても描けるっていうの
がわかって、楽になった面もいっぱいあります。例
えば国語の授業を想像してもらうとして、机の上に
何があるのでしょうか？想像していただきたいので
す。筆記用具とノートと教科書と漢字ドリルとか、
色々ありますよね。国語の授業一つでも。それは、
その授業中に使うものを最初から出しておくってい
う、効率の良いやり方だと思うんですけれども、私
はあの、机の上に色々あると、目で見たもので考え
ているので、何してるのかわかんなくなっちゃうん
です。

先生が黒板に書いていることをノートに写す作業
のときに、黒板とノートだけ見ていたいのに、その
間に、教科書とか、筆箱とかがあると、つい寄り道
してしまうんですよね。寄り道しているうちに、何
をしているのかわからなくなったり。それで集中し
ていないと判断されることはよくありました。

黒板の文字をノートに写すってことをするんだっ
たら、机の上にはそれ以外の物がない状態が望まし
いなと思ってます。

「教科書読みましょう」とか言われた時に、ノー
トも筆箱もある中で、教科書だけっていうのはもう
その時点で跳ばなくていいハードルを何個も跳ん
で、教科書を一生懸命読むことになるので、教科書
を読む時は教科書だけ。ノートに書くときはノート
と消しゴムと鉛筆だけっていうのがいいなあと思っ
ています。

いま自分が見えている物を見たらわかるっていう
のが、すごく理想的なんですね。

多分、多くの人は視覚の中に入る情報の中でね、
要らないものを取捨選択して、無意識に要るものだ
けを瞬時に取り入れて、そこだけ見るってこともで
きるらしいし、音についても、いま聞くべき、耳を
傾けるべきではないことは聞き流せるという特性が
あるみたい。でも私はその逆なので、逆の場合はど
うしたらいいのかということを、いま考えています。

考えなくていいものは視界に入れないということを
生活でも意識するようにしています。

【ハードルがいっぱい】

私にとって良い姿勢というのは左手を、添えない
でだらんと下に置いたまま、いろんなことに取り組
むほうが、私はいろんなことに集中できる。

「一般的な良い姿勢をやめましょう」って言いた
いわけじゃないんですよ。一般的な良い姿勢を自然
に、無意識に取ることができたらすごくいいと思い
ます。腹筋と背筋が平等にバランス良く鍛えられて、
書くことに集中できたとしたら、それはすごくいい
し。でも、ひらがなの勉強をするのに、良い姿勢を
学習しながら、ひらがなも勉強するっていう風に
なっちゃうと、何が目的なのかわかんなくなってし
まうので、ひらがなを勉強するとしたら、その、姿
勢はまあ、ちょっと置いといてってしてもらえたら、
かなり興味関心が高まるんじゃないかなと思います

（笑）。
「絶対こうじゃなきゃ字は書けません」くらいな

勢いでインプットされちゃうと、取り組む気持ちが
芽生える前に疲れちゃうというか、座ることを一生
懸命やろうと思ってたら何してるのかわかんなく
なって、疲れ果てるということがいっぱいあったの
で、目的と手段がごちゃごちゃにならないようにで
きたらいいなと思ってます。

やっぱり環境で集中を育てるってことがよくある
んですよね、私は。逆に言うと、取り組もうとして
いる勉強、課題というものには、並々ならぬ興味関
心があるのに、集中できないっていうか、「こうい
う風に座らなきゃ書いちゃだめです」みたいに言わ
れちゃうと、字にはすごく興味があるのに、「座れ
ない…」みたいなね。そこで、沢山のハードルを跳
び過ぎて、まるで学ぶ気持ちがないような風に取ら
れちゃうことがよくあったなと思います。

座ること一つ取ってなんでこんなに言いたいかっ
ていうと、私は小学生の時、とても姿勢のいい生徒、
児童だったんですね。で、すごくいい姿勢で、先生
の話をさっぱり聞いてなかったんです（笑）。だから、
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多分先生からしたら「あんなにちゃんと集中してる
のに、なんで何も覚えてないのかしら？」と不思議
だったんじゃないかなと思います。ちゃんと前を向
いているのに、何も覚えてないっていうのは、謎だっ
たのかもしれないですよね。でも、言われたことを
ちゃんとやってただけなんですけどね。

【消しゴムで消すこと】

最後のイラストになりますね。描きやすさは消し
やすさ」って書いてあるイラストの話に移りますが、
小学校に入ると、まず何についてもひらがなを書く
ことをやると思うんですが、それまで幼稚園とか保
育園とかでは、ないことが起きるんですよね。それ
は何かというと、それまでは、幼稚園保育園までは、
白い紙を渡されて「自由にのびのびと描きたいだけ、
描きたいものを描きなさい」といわれるのに、たっ
た 1 ヶ月後、3 月から 4 月になったというだけで、

「違ってるよ」って言われたりするんですよ。自由
にのびのびじゃなく、間違いってのがでてくるんで
すね。小学校一年生になると。その間違いというの
が、字を書くということから始まるからなんですけ
ど。

字はみんなが自由に書いていたら字として認識さ
れないので、ある一定の規則に則らないといけない
ですよね。「ひらがなの『あ』はこういう字」みたいな。
それを間違って書いたら「それは違ってるよ、間違っ
てるよ」って言われる。言われるか自分で気づくか
して、消さないといけない。そこで初めて消しゴム
と出会うわけなんですね。もっと早く出会ってるか
もしれないですけど、切実に消しゴムが必要になる
のは小学校一年生のひらがなで。

それまであんまり大した存在ではなかった消しゴ
ムが途端に重要になってきた覚えがあります。書き
方は教えてもらえるんですけど、消し方ってあんま
り教えてもらえないですよね。書くより消すほうが
難しいと思うんですけど。その保育園、幼稚園くら
いで自由にのびのび「なんでも描いてよろしい」み
たいな世界にずっと浸っていたのに、1 ヶ月後に消
しゴムで消して直すっていう作業が新たに加わっ

て、消しゴムで綺麗に消えないと、みなさんも経験
されたことあると思うけど、同じ風に間違えるこ
とってありますよね。直そうと思って消したのにま
た同じふうに間違える。私、そういうのを小学校 1
年生が毎日ひらがなの勉強でやるとしたら、すごく
しんどいと思うんですけど。

だから、「消しゴムを使って、いろんなものを片っ
端から消してみよう」みたいなね。「波線を全部消
してみよう」とか「真っ黒に塗ってある鉛筆でこ
う、画用紙を消しゴムを使って字を書こう」とか
ね。そういうことを、消しゴムを使うってことをも
うちょっと時間をかけて勉強というか、慣れること
ができたら、間違うってことに抵抗がなくなると思
います。

間違ったら、それを訂正して書き直すっていうの
は、あんな小さな子どもがやるにはすごく大変なこ
とのような気が私はするので、消すことがしんどく
なければ、書くこともしんどさは減るんじゃないの
かなと思います。

【筆記用具は大切なアイテム】

文房具にすごい凝ってるんですけど、凝り始めた
のは中学一年生の頃で、それまでは書くことが苦痛
で苦痛で、自分が書いた文章を読み回したことなん
か一度もなかったんですけど、すごく書き心地のい
い鉛筆に出会ったんですね、中一の時に。それは４
B の鉛筆で、「こんなに楽に字が書けるのか！」と
ビックリしました。

それまでは学校指定の鉛筆と消しゴムを使ってた
んですけど、まあ、ホントに世界が違って見えるく
らい衝撃的だったんですよね、鉛筆との出会いが。

今でもシャープペンの芯が４B なんですけど。消
しゴムも軟らかめな製図用の物を使っています。

「鉛筆ひとつとってもこんなに色々あるんだ」っ
て知って、その中一の頃の私の世界はバーンと広
がって、自由な気持ちになりました。もう、小遣い
で買うにはちょっと高めの鉛筆でしたけど、その鉛
筆を買ってから日記つけっちゃったりしてね。それ
まで書くこと一切嫌だったのに、なんかいろんなも
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のを書いてみたくなってね。なんか、道具から入る
んですかね、私はね（笑）。道具が使いやすかった
んで、俄然やる気も起きたんですね。

で、書くことに苦痛が無くなったら、次はノート
の質にもこだわりだして。こだわるっていうか、「好
みが私にもあるんだな」って思い始めて。「罫線の
濃いノートは苦手だなって」ことが分かりました。
罫線の濃いノートに文章、書くことは書けるんです
けど、読み返せないんです。罫線と文字が一体化し
て見えちゃて、読み返すのがしんどいというか、何
書いてるのか分からなくなっちゃうので、罫線の薄
いものを選ぶようになっていきました。

それでノートがこういう風にあったら、罫線がこ
うついてると思うんですけど、ノートによってはこ
こまでこう、きっちり罫線が書いてあるノートもあ
るんですね。

こういうタイプのノートに字を書くと、文章の切
れ目が分からなくなることに気づいて。いや、違う、
文章のお折り返し地点が分からなくなる。

ここまでいって折り返して書きますよね。その自
分の字の折り返しが分からないんです。ここまで罫
線があると。なので、ここにちゃんと余白のあるノー
トを使うようにしました。この余白も適度にないと、
読みにくい。自分の書いた字を読み返せないという
ことが分かったので、消しゴムで気付いて 4B の鉛
筆がイイということが分かって、「私も書ける」と
思ったら、書く紙を気になっちゃって、書く紙を工
夫しだしたら、罫線が邪魔になってることに気がつ
いて。　　

罫線の問題を取り除いたら、勉強したくなったん
ですね。単純なんだか、複雑なんだか、良くわかん
ないんですけど（笑）。

【ハードルを減らす】

大げさに映るかもしれないんですけど、私にとっ
ては筆記用部に対するこだわりが、学習意欲につな
がったって言っても過言ではないくらいなんです。
なので、学習に取り組めない子どもの話とかを聞く
と、それは、もしかすると、椅子の高さ、消しゴム
の硬さ、鉛筆の濃さか、座り方の問題か、机が片付
いていないのか、目の前に関係の無い情報が入って
きていないかとか、いろんなことを想像してしまう
んです。案外ね、学習のモチベーションじゃなく、
環境のちょっとしたハードルの積み重ねというか、
ちょっとしたハードルを跳び過ぎて疲れちゃったと
いうか、それで取り組めないっていうケースが案外
多いんじゃないかなと思います。

私の生徒で、すごく律儀な子がいて、アルファベッ
トの「a」を書く時、、点線で書いてあって、ここを
なぞったら、小文字の「a」が書けるんです。これ
があったら、彼も書けるんじゃないかなって思って、

「はい」って渡したら、この点線と点線の間って一
ミリもないですよ、0 コンマ何ミリとか。その点線
と点線の間をつなげていこうとするわけですよ、彼
は。それは疲れますよね。

私のほうにそんな意図はなかったんですけど、で
も、彼はそうとった。点線をつなげていくっていう
風に。その書いている様子を見たら、「これはしん
どいだろうなぁ」って思って、その次の回は点線の
じゃなくって、グレーの文字にしました。グレーの
文字にしたら、ちょっとスルっと書くようになった
んですけど、それでも、緊張感みなぎる書き方だっ
たので、「これは何がいけないのかな？」って思っ
て、じーっとみていました。そのグレーの文字の
幅、これまた難儀ですけど、はみ出ないように書こ
うとするんです。だもんだから、これ一個書くとき
にはもう疲れ果ててるんです。でも、「そこが多少
はみ出てもいいから書いて」って言ってもね、彼か
らみている世界は「はみ出ないように書いてあるで
しょ？」って映ってるので、こちら側が、「はみ出
てもいいから」って言っても駄目なんですよ。だか
ら、はみ出る余地がないくらいの太いペンで、太い
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灰色の小文字の a を書いたら、はみ出ることは決し
てないので、結構スピードに乗って書けました。な
ので、こっちが提示してあげるものが、工夫ひとつ
で、気づき一つで、その子のハードルが減るかもし
れないなぁという経験を英会話で色々しています。
私自身も自分の生活も、無意識に跳んでる、跳ばな
くてもいいハードルをなるべく減らしていきたい
なぁと思っています。

【器用 / 不器用】

私はすごく器用な人間だと思われがちなんですけ
ども、すごく器用なところとすごく不器用なところ
とこんなになってるんだと思います。言語面は平均
よりは高いと思います。でも算数、数字にまつわる
二桁の引き算とか、繰り下がり、お隣の位から借り
てくるのがでてくると、もうわからないので（笑）。
まあ、携帯あったら出来ますし、電卓っていう便利
な道具があるので。

絵とかはちょっと高いですかね？押し並べて（？）
何かができた試しがないんです。どっちかしかな
い。高いところだけみられると、「いやいや、小道
さんはなんでも出来るんじゃない？」「英語も喋れ
て絵も描けて」って言われるんですけど（笑）。で
も、例えば「15 時」とか言われたら、隣りに居る
友達に「15 時って何時？」って聞くんです。3 時
ですよね？ 15 時＝ 3 時って思えないんです。なの
で、慣れている人は、すごくアンバランスな私を受
け入れてくれますが、高いところだけ見られると、

「日本語も英語もそんな流暢にしゃべれるのに、な
んで九九もできないの？」って思われる。私からし
たら「全く別なことをどうして同列に、比較するん
だろう？」って不思議でならないんですけど、すご
くアンバランスです。

だから、自分が器用なのか不器用なのかよくわか
らないです。英会話の生徒見てると、興味関心がす
ごく高いことにはすごく器用なような気がします。
興味関心が薄いことにはすごく不器用。私もそうで
す。食事をするのが苦痛というか、面倒くさい。箸っ
てこう、横に食べ物が口に到達しているときに、視

界から消えてますよね。だからその距離感が分から
なくなると。スプーンとフォークにしたりします。
スプーンとフォークは目の前にあるから、距離感が
測りやすいのです。

こんな私、箸がダメ、スプーン、フォークも時々
ダメみたいな生活をいまだに送っている自分を振り
返ると、「子どもたちってそれをどう乗り越えてる
のかな」って考えてしまう。

私は今は「箸はダメ」と自分の言い分を主張でき
ます。だからハードルはかなり減りました。でもそ
れがまだできなくて「ちゃんと箸を使いましょう」
と言われて、何かをご飯を食べなきゃいけない、好
き嫌いをしちゃいけない。ちゃんと座って食べると
か、いろんなことがあるとしたら、「どんなことに
なっているんだろう？」ってちょっと想像も及ばな
いくらいで、「大変だろうな」っていう風に思います。

【力を抜くことのむずかしさ】

力を抜くのが難しいんです。なんでかというと、
力を入れると、例えばこうすると、ペットボトルが
歪むので力入れてるって分かりますよね。でも、い
くら力を抜いて持っていても力を抜いて持ってるの
かどうかわからないです。なので学習しにくいとい
うか、力を抜くのは。で、そのアルファベットの絵
を一生懸命描いていた彼もそうですけど、力がつい
入ってしまうのは興味があったり、集中したいと思
うからです。

でも、ありすぎて疲れちゃうこともあって、「や
りたいな」って思ってるのは、なるべくふにゃふにゃ
な絵を描いてみようとかね、しっかり描くんじゃな
くて、なるべく濃い鉛筆で薄い a を描いてみようか
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とか、鉛筆を持ってなるべく、力を入れないで、波
線を一緒に描いてみようとか、まあ、力を抜くのは
本当に難しいなと思ってます。

力を込めているときは、すごく周りもほめてくれ
るし、目で見て分かるからいいんですけど、一生懸
命力を抜いても誰もほめてくれなかったりするの
で、これからもどうやったら、力を抜くメカニズム
を身につけられるのかなと。研究していきたいとい
うか、一個一個見知って行きたいなと思っておりま
す。

比ゆ的な意味でもね。仕事に対してもそうですけ
ど、出来るかどうか分かんないですけどね、「やれ」っ
て言われたらもう、全力疾走しかできない。軽くジョ
ギングとかできないので、多分「やれ」って言われ
たら全力で走ってしまう。どんな仕事でもそうして
しまうと思うんですが（笑）。

体調を崩してもしょうがないので、力を抜くこと
を出来ることなら学習していきたいと思います。

そろそろ話しの締めに入るんですけど、「何々し
ながら何々するってことはできない」ってこととか、

「目の前にある物で物を考える」ということとかを
知っておいてもらえるのと、知っておいて貰えない
のとは、非常に大きな差がでると思うんですよね、
後々。

小学校一年生の子どもの差は小さいとしたら、大
人になったらどんどん広がって行くので、その人の
躓いているところはどこなのかって遡るのも、すご
く労力がいります。角度の狭いうちから、気づい
て「そうなのか」と理解してもらえると、後々その
子の興味関心がある事で羽ばたけるんじゃないかと
思っています。

私にとっての今の私の生活は、すごく当り前な生
活なんですけど、すごく疲れやすいんです。もっと
もっと仕事したいし、もっとやりたいことが沢山あ
るんですけど、「もっとやりたいのにな」って悔し
い気持ちになる時が沢山あります。生活の中に跳ば
なくていいハードルが沢山ありすぎると、ゴールに
行く前に息切れしちゃうんですよね。楽しいはずの
ことが辛い経験になっちゃったりするんです。

私にとっての、小学校、中学校、高校くらいの時
はずっと、学校というジャングルの中で、いたはず
なんですけど、今の私は、そのジャングルを開拓し
て、コンクリートみたいな、アスファルトのような
暮らし良い、歩き良い道にしてくれって言いたいわ
けではありません。ジャングルのままでいいんだけ
ど、その冒険を一緒に考えながら歩いてくれる人が
いたら、楽しくなるだろうなって思ってます。

たった一人でさまようよりも、「どこ彷徨ってん
の？」って（一緒に彷徨わなくてもいいですよ）（笑）。
一緒に迷わなくてもいいけど、「どこにいるのー？」
くらいの、声がけというか、「あなたのことを気に
しているよ」っていうメッセージを常に持っている、
自分の肌で感じながら、一緒に歩いてくれてる人が
いると思いながら、冒険することができたら、それ
は楽しい冒険になると思うんですよね。

一番最初にお話しいたように、私、忘れられない
という特性があるので、楽しい冒険をしたら、ずっ
と「楽しかった、楽しかった」って言い続けるし、
うれしかった事はずっとうれしかったって残るの
で、子どもたちの日常生活は、もっとそうなんだろ
うなって思って、なるべく一日一日面白おかしくと
は言いませんけど、楽しみながら過ごすことができ
たらいいなぁと思っています。

最後に、私から見える世界は私からしか見えてな
いので何ともお伝えできませんが、自閉症スペクト
ラムの脳を持った私から見える世界は面白いんです
よ。面白いから言いたくなるし、面白いから「こん
な風に見えてるんだけど、みんなどう？」みたいな
ことを聞いて歩きたくなるんですけどね。だから、
それを私の話を聞いてくださった方々一人ひとりが
覚えていて、私とちょっと似たようなお子さんに
関った時に、思い出してもらえるとうれしいです。
以上です。ありがとうございました。
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【新潟県】　じゃがいも
　　　　　南雲和子　0255-25-9672

【長野県】　ブルースカイ（登校拒否を考える親と子の会）　
　　　　　松田恵子　026-278-7223

【愛知県】　登校拒否・親の会　なごや
　　　　　河村公子　052-409-6565

【愛知県】　不登校を考える三河ネットワーク
　　　　　大村美恵　090-7310-2047

【愛知県】　ＹＯＵ
　　　　　鈴木佳代　090-6088-8378

【愛知県】　WITH（ウィズ）
　　　　　山本司津子　0561-32-1181

【岐阜県】　かざみ鳥
　　　　　松岡真知子　0584-89-7184

【岐阜県】　Peer Garden（ピア・ガーデン）
　　　　　菊川令　0577-36-3347

【石川県】　おーぷんはうす
　　　　　多田元　076-285-1756（高橋）

【福井県】　福井登校拒否を考える会
　　　　　中嶋良三　0776-35-1645

【京都府】　京都・学校に行かない子と親の会
　　　　　恩田良昭　075-841-8810

【三重県】　子どもの居場所を考える会
　　　　　原順子　0593-31-0503

【奈良県】　ふきのとうの会
　　　　　大谷かおる　0742-48-8552

【大阪府】　 学校に行かない子と親の会・大阪
　　　　　山田潤　06-6977-3118

【兵庫県】　神戸アルバトロス
　　　　　山本和代　078-351-1140

【兵庫県】　不登校ネットワーク兵庫
　　　　　田辺克之　futoko-kobe@live.jp

【兵庫県】　NPO法人ふぉーらいふ・親の会「たんぽぽ」
　　　　　中林和子　078-706-6186

【兵庫県】　トゥモロウ
　　　　　野間和美　079-562-9858（小林）

【鳥取県】　 鳥取タンポポの会（不登校の子と親の会）
　　　　　森英俊　0857-22-6539

【広島県】　広島みちくさの会
　　　　　岩本由香里　082-842-6638

【広島県】　不登校を考える会・広島
　　　　　眞田恭子　090-3376-3391

【広島県】　登校拒否・不登校を考える親の会　ひまわりの会
　　　　　小川明美　jbyyk131@ybb.ne.jp

【広島県】未来 (不登校♡子どもの未来を考えよう会）
　　　　　脊尾幸子　084-952-2523

【島根県】　松江不登校を考える会『カタクリの会』 
　　　　　吾郷一二実0852-26-5286（夜）

【島根県】　ひだまりの会
　　　　　須田初恵　0853-72-3777

【山口県】　かめの会
　　　　　植村芳衣　090-6400-3722

【山口県】　下関虹の会
　　　　　山田広子　083-232-1623

【高知県】　学校に行かない子をもつ親の会ＫＯＣＨＩ
　　　　　野中実樹　knnk@vesta.ocn.ne.jp

【愛媛県】　学齢期を家庭で過ごす子どもと家族の生活サポー
　　トセンター あんだんて 西井るみ子　089-932-3058

【福岡県】　STEP北九州
　　　　　田中美穂　093-873-3132

【福岡県】　個の会　「不登校に学ぶ」
　　　　　坪根香代子　092-607-8038

【福岡県】　登校拒否に学ぶ「パレットの会」
　　　　　市野幸子　0944-72-4876（伊藤）

【佐賀県】　佐賀県不登校を考える親の会ネットワーク
　　　　　清水のり子　0952-30-9049

【佐賀県】　親の会　ほっとケーキ
　　　　　　山口由美子  0952-60-3277

【大分県】 　不登校を考える大分県ネットワーク
　　　　　加嶋文哉　0972-24-1669

【沖縄県】　不登校を考える親と市民の会・沖縄
　　　　　米丸美和子　090-3077-1012

【沖縄県】　不登校を語り合う親の会（休会）
　　　　　辻 和久　0980-87-0624

登校拒否・不登校を考える全国ネットワーク　会員団体一覧

全国各地の親の会一覧です。悩み事やつながりたいなど、ぜひお気軽に相談してください。


